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Ⅰ
豊
か
な
自
然
　
活
力
あ
る
農

村
　
未
来
に
向
け
て
発
展
す

る
ま
ち
づ
く
り

　

農
業
に
つ
い
て
は
、
国･

県
の
動
向
を
注

視
し
つ
つ
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図

り
、
農
家
が
安
心
し
て
確
実
に
再
生
産
が

可
能
と
な
る
よ
う
、
国
の
掲
げ
る
「
農
政

新
時
代
」
や
「
農
業
競
争
力
強
化
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
に
基
づ
く
各
種
支
援
施
策
を
積
極

的
に
導
入
・
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

農
業
経
営
基
盤
の
強
化
、
多
面
的
機
能

支
払
交
付
金
事
業
な
ど
の
活
用
、
多
様
な

担
い
手
農
家
の
育
成
、確
保
、支
援
に
よ
り
、

新
た
な
農
業
・
農
村
の
６
次
産
業
化
に
取

り
組
み
、
農
家
所
得
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。

　

茶
業
の
振
興
に
つい
て
は
、
昨
年
、
銘
柄

を
「
知
覧
茶
」
に
統
一し
、
国
内
最
大
の
ブ

ラ
ン
ド
と
な
り
、
今
後
、
日
本
一の
産
地
と

し
て
の
誇
り
を
持
ち
、ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る
「
儲

か
る
農
業
」
の
実
現
を
目
指
し
、
海
外
を

見
据
え
た
、
多
種
多
様
な
茶
の
生
産
や
有

機
農
業
な
ど
市
場
性
の
高
い
茶
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

畜
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
生
産
コ
ス

ト
の
上
昇
や
輸
入
自
由
化
な
ど
に
よ
る
競

争
力
強
化
な
ど
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
施
設
な
ど
基
盤
の
整
備
お
よ
び
優

良
種
畜
の
確
保
に
よ
る
収
益
性
の
向
上
に

努
め
、
競
争
力
の
あ
る
環
境
整
備
を
推
進

し
ま
す
。

Ⅱ
魅
力
と
活
力
に
あ
ふ
れ

　
　
に
ぎ
わ
う
ま
ち
づ
く
り

　

商
工
業
の
振
興
に
つい
て
は
、
商
工
業
者

の
育
成
・
経
営
安
定
化
を
図
り
、
消
費
者

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
魅
力
あ
る
店
舗
づ
く
り

や
買
い
物
弱
者
対
策
を
推
進
し
、
地
元
購

買
の
定
着
に
努
め
ま
す
。

　

川
辺
仏
壇
産
業
の
振
興
に
つい
て
は
、
組

織
の
活
性
化
に
努
め
、
新
た
な
工
芸
品
な

ど
の
開
発
、
販
路
対
策
お
よ
び
「
も
の
づ

く
り
体
験
活
動
」
を
支
援
し
ま
す
。

　

企
業
立
地
の
推
進
で
は
、
新
た
な
雇
用

の
場
の
確
保
や
地
域
資
源
を
活
か
し
た
企

業
誘
致
活
動
に
努
め
ま
す
。

　

観
光
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
て
情
報
発
信
を
行
う
と
と
も
に
、
広

域
連
携
に
よ
る
誘
致
活
動
を
効
率
的
か
つ

効
果
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

教
育
旅
行
に
つい
て
は
、
積
極
的
に
誘
致

活
動
に
取
り
組
み
、
本
年
度
か
ら
施
行
さ

れ
る
住
宅
宿
泊
事
業
法
の
活
用
に
よ
る
宿

泊
施
設
の
拡
充
に
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

国
内
交
流
で
は
、
北
九
州
市
な
ど
と
の

交
流
協
定
が
10
周
年
を
迎
え
、
観
光
や

教
育
分
野
で
の
交
流
推
進
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

Ⅲ
人
と
物
が
行
き
交
い
快
適
で

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

　

道
路
は
、
市
民
の
日
常
生
活
に
最
も
身

近
な
生
活
基
盤
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
計
画

的
に
整
備
・
補
修
を
行
い
、
地
域
住
民
と

の
協
働
に
よ
り
維
持
管
理
を
行
って
い
き
ま

す
。
ま
た
、
重
要
な
幹
線
道
路
で
あ
る
国

道
・
県
道
の
整
備
に
つ
い
て
も
、
国
お
よ
び

県
に
積
極
的
に
働
き
か
け
を
行
い
、
整
備

促
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

平
成
30
年
度
施
政
方
針
（
抜
粋
）

　

平
成
30
年
度
は
、
第
２
次
南
九
州

市
総
合
計
画
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
を
開
始
す
る
年
と

な
り
ま
す
。
第
１
次
総
合
計
画
の
成

果
を
踏
ま
え
、
今
後
10
年
間
の
将
来

都
市
像
を
「
人
と
自
然
が
共
生
す
る　

活
気
あ
ふ
れ
る　

住
み
よ
い
ま
ち　

南
九
州
市
」
と
設
定
し
、
地
域
資
源

を
最
大
限
に
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
、「
住
み
た
い
・
住
み
続
け
た

い
」
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
活
気
あ
ふ

れ
る
南
九
州
市
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
基
盤
の
強
化
を
図
り

な
が
ら
、
国
な
ど
が
取
り
組
む
施
策

を
見
据
え
、
投
資
す
る
べ
き
分
野
を

明
確
に
し
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
財
政
運

営
を
行
って
い
き
ま
す
。

南九州市長
塗木　弘幸
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市
営
住
宅
に
つい
て
は
、
本
年
度
よ
り
牧

之
内
団
地
の
敷
地
造
成
工
事
に
着
手
し
、

今
後
建
替
え
に
向
け
た
事
業
を
計
画
的
に

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

移
住
・
定
住
の
促
進
に
つ
い
て
は
、
住
宅

の
取
得
な
ど
に
対
す
る
助
成
や
空
き
家
バ
ン

ク
な
ど
を
活
用
し
た
住
居
の
相
談
体
制
の

充
実
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
情
報
の
効

果
的
な
発
信
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

公
園
の
整
備
に
つい
て
は
、
平
成
32
年
に

開
催
さ
れ
る
鹿
児
島
国
体
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

競
技
の
会
場
整
備
を
計
画
的
に
進
め
て
い

き
ま
す
。

Ⅳ
安
全
で
安
心
し
て

　
　
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

　

生
活
環
境
の
向
上
お
よ
び
公
衆
衛
生
の

推
進
に
つ
い
て
は
、
ご
み
の
分
別
の
徹
底
、

排
出
量
の
削
減
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

南
薩
地
区
衛
生
管
理
組
合
で
検
討
し
て

い
る
「
新
広
域
ご
み
処
理
施
設
建
設
」
に

つ
い
て
は
、
構
成
４
市
で
施
設
整
備
基
本

計
画
の
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

生
息
域
を
拡
大
し
て
い
る
ヤ
ン
バ
ル
ト
サ

カ
ヤ
ス
デ
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
家

屋
侵
入
防
止
薬
剤
の
購
入
に
対
す
る
支
援

を
行
って
い
き
ま
す
。

　

消
防
・
防
災
体
制
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

消
防
団
や
自
主
防
災
組
織
の
活
性
化
を
図

り
、
有
事
対
応
の
充
実
、
地
域
防
災
力
の

向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
デ
ジ
タ

ル
化
さ
れ
た
防
災
行
政
無
線
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
て
、
緊
急
情
報
な

ど
迅
速
な
伝
達
に
努
め
ま
す
。

Ⅴ
み
ん
な
で
支
え
合
い

　
い
き
い
き
と
健
や
か
に

　
　
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　

地
域
保
健
・
医
療
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

受
診
率
向
上
に
努
め
、
南
九
州
市
健
康
増

進
計
画
を
指
針
と
し
て
各
種
保
健
事
業
を

展
開
し
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
は
、

出
生
祝
金
の
支
給
、子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

環
境
整
備
、
中
学
生
ま
で
を
対
象
に
し
た

子
ど
も
医
療
費
の
助
成
や
児
童
手
当
な
ど

の
支
給
に
よ
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図

り
、
ま
た
、
新
た
に
新
生
児
聴
覚
検
査
や

産
後
ケ
ア
事
業
を
推
進
し
、
安
心
し
て
子

ど
も
を
生
み
育
て
ら
れ
る
よ
う
に
母
子
保

健
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

地
域
福
祉
社
会
の
充
実
に
つい
て
は
、
平

成
30
年
度
か
ら
の
「
地
域
福
祉
計
画
」
に

基
づ
い
て
、
市
民
主
体
の
地
域
福
祉
を
積

極
的
に
進
め
、
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

Ⅵ
心
の
豊
か
さ
と

　
創
造
力
を
育
む

教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

　

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
郷
土
の

良
さ
を
生
か
し
た
学
習
活
動
を
重
視
し
、

個
々
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
指
導
の
充
実
、

小
中
連
携
教
育
の
推
進
な
ど
を
通
し
て
学

力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

頴
娃
地
区
中
学
校
の
再
編
に
つ
い
て
は
、

頴
娃
地
区
統
合
中
学
校
開
設
準
備
委
員
会

に
お
い
て
、
平
成
31
年
４
月
の
開
校
に
向
け

各
種
協
議
を
進
め
ま
す
。
施
設
整
備
の
面

で
は
、
既
存
校
舎
の
大
規
模
改
造
工
事
を

実
施
し
ま
す
。

　

小
学
校
に
お
け
る
望
ま
し
い
学
校
の
あ

り
方
に
つい
て
は
、
外
部
委
員
で
組
織
す
る
、

南
九
州
市
立
小
学
校
将
来
の
あ
り
方
検
討

委
員
会
で
協
議
を
進
め
て
お
り
、
同
委
員

会
か
ら
の
答
申
を
受
け
て
方
向
性
を
決
定

し
て
い
き
ま
す
。

　
ユ
ネ
ス
コ
の
「
世
界
の
記
憶
」
登
録
申
請

に
つい
て
は
、
引
き
続
き
長
期
的
な
視
野
で

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

Ⅶ
み
ん
な
で
創
る
協
働
と

　
　
自
立
の
ま
ち
づ
く
り

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
に
つ
い
て

は
、
地
区
全
体
で
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く

り
を
構
築
す
る
た
め
、
集
落
支
援
員
制
度

を
導
入
し
、
モ
デ
ル
地
区
の
育
成
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

行
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
か
ら
取
り
組
む
第
２
次
行
政
改
革
大
綱

に
基
づ
き
、集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

着
実
に
そ
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

南
九
州
市
財
政
計
画
を
基
本
と
し
な
が

ら
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
る
と
と
も

に
、
南
九
州
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
に
基
づ
き
、
施
設
の
あ
り
方
な
ど
を
視

野
に
入
れ
た
機
能
の
維
持
管
理
を
図
り
、

建
築
物
の
再
編
整
備
な
ど
の
取
組
み
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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一　般　会　計　２11億1,9００万円   （対前年度比＋4.0％）
特別・企業会計　１2９億８,818万2千円（対前年度比△7.1％）

　南九州市の平成30年度当初予算は、行政改革大綱、集中改革プランおよび長期財政計画（平成29年度作成）
に基づき、長期的な視点に立った財政運営に努めるとともに、第二次南九州市総合計画の基本計画に位置付けら
れた諸施策を確実に推進するため、効率的かつ重点的な予算編成を行いました。特に平成30年度は、「子ども・
子育て環境の充実」、「市の魅力発信」、「教育施設の整備」などに予算の重点的な配分を行いました。
　一般会計の総額は、前年度比4.0％、8億2,100万円増の211億1,900万円となりました。また、一般会計と５つの
特別会計および企業会計（水道事業会計）を合わせた予算総額は、341億718万2千円で、前年度比0.5％、1億
7,719万5千円の減額となりました。

　歳入は、国や県から交付されるお金である「依存財源」と呼ばれるものが総額の70.8％を占めており、前年度と同水準となっていま
す。依存財源のうち、最も多いものは、地方自治体が一定水準の行政サービスを保つために国から交付される地方交付税で、全体の
35.0％を占めており、以下、国庫支出金、県支出金、市債（借金）の順となっています。
　一方、市が自ら賄えるお金である「自主財源」のうち、最も多いものは、市民の皆さんに納めていただく市税で、全体の17.0％を占
め、寄附金はふるさと寄附金により前年度に対して1.4ポイントの増加となっています。

　歳出を性質別に見ると、扶助費、人件費
および市債（借金）の償還を行う公債費で
「義務的経費」と呼ばれるものの割合が
最も多く、全体の52.0％を占めていま
す。前年度に対して1.7ポイントの減で、
人件費、公債費の減によるものです。
　道路整備や学校施設の整備など「投資
的経費」と呼ばれる経費は全体の12.4％
となり、前年度に対し1.3ポイントの増と
なりましたが、強い農業づくり交付金事業
などの増によるものです。
　繰出金については、全体の11.7％を占
め、前年度に対し0.9ポイント減となりま
したが、国民健康保険事業特別会計など
の減によるものです。

市税
35億8,950万円
（17.0%）

地方交付税
73億9,600万円
（35.0%）

歳 入
211億

1,900万円

国庫支出金
25億6,794万円
（12.1%）

県支出金
21億9,125万円
（10.4%）

市債
18億1,630万円
（8.6%）

〈歳入の状況（一般会計）〉

歳 出
211億

1,900万円

〈性質別歳出の状況（一般会計）〉

市民1人当たりが負担する市税

※金額は、平成30年2月28日現在の住基人
　口（35,871人）で計算しています。（鉱産税、
　国有資産等所在市町村交付金は除く。）

市民1人当たりに使われるお金

※金額は、平成30年2月28日現在の住基人口35,871人で計算しています。

固定資産税
54,072円

民生費
198,804円

市たばこ税
5,995円

教育費
69,809円

農林水産業費
52,041円

土木費
35,409円

公債費
65,789円

消防費
30,071円

その他
16,940円

総額98,730円 総額588,749円

会計別の当初予算額
比　較

平成29年度平成30年度区　分
増減額 増減率

4.0％
△8.8％
△17.9％
△1.4％
3.5％
△2.6％
△5.0％
13.6％
△0.5％

8億2,100万円
△11億4,060万円
△12億9,360万円

△810万円
1億7,030万円
△200万円
△720万円

1億4,240万5千円
△1億7,719万5千円

202億9,800万円
129億3,570万円
72億4,360万円
5億6,020万円
49億1,000万円

7,740万円
1億4,450万円

10億5,067万7千円
342億8,437万7千円

211億1,900万円
117億9,510万円
59億5,000万円
5億5,210万円
50億8,030万円

7,540万円
1億3,730万円

11億9,308万2千円
341億718万2千円合　計

一般会計
特別会計
　　国民健康保険事業特別会計
　　後期高齢者医療特別会計
　　介護保険事業特別会計
　　農業集落排水事業特別会計
　　公共下水道事業特別会計
水道事業会計

市民税
34,577円

軽自動車税
4,086円

総務費
71,426円

衛生費
48,460円

依存財源
149億5,239万円
（70.8%）

自主財源
61億6,661万円
（29.2%）

繰入金　10億9,309万円（5.2%）
使用料および手数料　4億1,899万円（2.0%）
寄附金　4億350万円（1.9%）

分担金および負担金　2億1,418万円（1.0%）
繰越金　2億円（0.9%）
諸収入　1億6,273万円（0.8%）
財産収入　8,462万円（0.4%）

地方譲与税　3億790万円（1.5%）
自動車取得税交付金　3,820万円（0.2%）
地方特例交付金　1,100万円（0.1%）
ゴルフ場利用税交付金　1,075万円（0.1%）
交通安全対策特別交付金　750万円（0.0%）
配当割交付金　437万円（0.0%）
利子割交付金　318万円（0.0%）
株式等譲渡所得割交付金　300万円（0.0%）地方消費税交付金

5億9,500万円
（2.8%）

扶助費
46億2,568万円
（21.9%）

人件費
39億9,744万円
（18.9%）

公債費
23億5,990万円
（11.2%）

繰出金
24億6,810万円
（11.7%）

物件費
26億8,278万円
（12.7%）

補助費など
20億3,605万円
　（9.6%）

   普通建設
   事業費

26億535万円
（12.4%）

義務的経費
109億8,302万円
（52.0%）

投資的経費
26億1,039万円（12.4%）

その他の経費
75億2,559万円
（35.6%）

災害復旧費
504万円（0.0%）

積立金 2億1,496万円（1.0%）
維持補修費 1億1,269万円（0.5%）
その他 1,101万円（0.1%）

平成30年度当初予算を市民１人当たりに換算すると・・・

平成30年度当初予算の歳入歳出状況

平成30年度　南九州市当初予算
　歳出を目的別に見ると、最も大きな割合を占め
るのが、市民の皆さんが安心して暮らすための福
祉の充実などに使われる民生費で、前年度に対し
0.3 ポイントの増で全体の 33.8％を占めています。
これは、保育所に対する運営補助などの増による
ものです。
　次に多いのは総務費で全体の 12.1％を占めてい
ますが、ふるさと寄附金事業費の増によるものです。
　以下は教育費、公債費、農林水産業費、衛生費、
土木費、消防費の順となっています。

＜目的別歳出の状況（一般会計）＞
平成 30 年度 平成 29 年度

民生費 71 億 3,128 万円（33.8%）67 億 9,380 万円（33.5%）
総務費 25 億 6,211 万円（12.1%）24 億 2,306 万円（11.9%）
教育費 25 億    414 万円（11.9%）26 億 9,332 万円（13.3%）
公債費 23 億 5,990 万円（11.2%）24 億 1,764 万円（11.9%）
農林水産業費 18 億 6,675 万円（  8.9%）13 億 2,275 万円（  6.5%）
衛生費 17 億 3,833 万円（  8.2%）18 億 4,476 万円（  9.1%）
土木費 12 億 7,016 万円（  6.0%）12 億 5,205 万円（  6.2%）
消防費 10 億 7,866 万円（  5.1%）10 億 6,478 万円（  5.2%）
商工費 2 億    242 万円（  1.0%） 1 億 9,809 万円（  1.0%）
議会費 1 億 7,493 万円（  0.8%） 1 億 7,329 万円（  0.9%）
諸支出金 2 億 1,528 万円（  1.0%） 9,949 万円（  0.5%）
予備費 1,000 万円（  0.0%） 1,000 万円（  0.0%）
災害復旧費 504 万円（  0.0%） 497 万円（  0.0%）
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一　般　会　計　２11億1,9００万円   （対前年度比＋4.0％）
特別・企業会計　１2９億８,818万2千円（対前年度比△7.1％）

　南九州市の平成30年度当初予算は、行政改革大綱、集中改革プランおよび長期財政計画（平成29年度作成）
に基づき、長期的な視点に立った財政運営に努めるとともに、第二次南九州市総合計画の基本計画に位置付けら
れた諸施策を確実に推進するため、効率的かつ重点的な予算編成を行いました。特に平成30年度は、「子ども・
子育て環境の充実」、「市の魅力発信」、「教育施設の整備」などに予算の重点的な配分を行いました。
　一般会計の総額は、前年度比4.0％、8億2,100万円増の211億1,900万円となりました。また、一般会計と５つの
特別会計および企業会計（水道事業会計）を合わせた予算総額は、341億718万2千円で、前年度比0.5％、1億
7,719万5千円の減額となりました。

　歳入は、国や県から交付されるお金である「依存財源」と呼ばれるものが総額の70.8％を占めており、前年度と同水準となっていま
す。依存財源のうち、最も多いものは、地方自治体が一定水準の行政サービスを保つために国から交付される地方交付税で、全体の
35.0％を占めており、以下、国庫支出金、県支出金、市債（借金）の順となっています。
　一方、市が自ら賄えるお金である「自主財源」のうち、最も多いものは、市民の皆さんに納めていただく市税で、全体の17.0％を占
め、寄附金はふるさと寄附金により前年度に対して1.4ポイントの増加となっています。

　歳出を性質別に見ると、扶助費、人件費
および市債（借金）の償還を行う公債費で
「義務的経費」と呼ばれるものの割合が
最も多く、全体の52.0％を占めていま
す。前年度に対して1.7ポイントの減で、
人件費、公債費の減によるものです。
　道路整備や学校施設の整備など「投資
的経費」と呼ばれる経費は全体の12.4％
となり、前年度に対し1.3ポイントの増と
なりましたが、強い農業づくり交付金事業
などの増によるものです。
　繰出金については、全体の11.7％を占
め、前年度に対し0.9ポイント減となりま
したが、国民健康保険事業特別会計など
の減によるものです。

市税
35億8,950万円
（17.0%）

地方交付税
73億9,600万円
（35.0%）

歳 入
211億

1,900万円

国庫支出金
25億6,794万円
（12.1%）

県支出金
21億9,125万円
（10.4%）

市債
18億1,630万円
（8.6%）

〈歳入の状況（一般会計）〉

歳 出
211億

1,900万円

〈性質別歳出の状況（一般会計）〉

市民1人当たりが負担する市税

※金額は、平成30年2月28日現在の住基人
　口（35,871人）で計算しています。（鉱産税、
　国有資産等所在市町村交付金は除く。）

市民1人当たりに使われるお金

※金額は、平成30年2月28日現在の住基人口35,871人で計算しています。

固定資産税
54,072円

民生費
198,804円

市たばこ税
5,995円

教育費
69,809円

農林水産業費
52,041円

土木費
35,409円

公債費
65,789円

消防費
30,071円

その他
16,940円

総額98,730円 総額588,749円

会計別の当初予算額
比　較

平成29年度平成30年度区　分
増減額 増減率

4.0％
△8.8％
△17.9％
△1.4％
3.5％
△2.6％
△5.0％
13.6％
△0.5％

8億2,100万円
△11億4,060万円
△12億9,360万円

△810万円
1億7,030万円
△200万円
△720万円

1億4,240万5千円
△1億7,719万5千円

202億9,800万円
129億3,570万円
72億4,360万円
5億6,020万円
49億1,000万円

7,740万円
1億4,450万円

10億5,067万7千円
342億8,437万7千円

211億1,900万円
117億9,510万円
59億5,000万円
5億5,210万円
50億8,030万円

7,540万円
1億3,730万円

11億9,308万2千円
341億718万2千円合　計

一般会計
特別会計
　　国民健康保険事業特別会計
　　後期高齢者医療特別会計
　　介護保険事業特別会計
　　農業集落排水事業特別会計
　　公共下水道事業特別会計
水道事業会計

市民税
34,577円

軽自動車税
4,086円

総務費
71,426円

衛生費
48,460円

依存財源
149億5,239万円
（70.8%）

自主財源
61億6,661万円
（29.2%）

繰入金　10億9,309万円（5.2%）
使用料および手数料　4億1,899万円（2.0%）
寄附金　4億350万円（1.9%）

分担金および負担金　2億1,418万円（1.0%）
繰越金　2億円（0.9%）
諸収入　1億6,273万円（0.8%）
財産収入　8,462万円（0.4%）

地方譲与税　3億790万円（1.5%）
自動車取得税交付金　3,820万円（0.2%）
地方特例交付金　1,100万円（0.1%）
ゴルフ場利用税交付金　1,075万円（0.1%）
交通安全対策特別交付金　750万円（0.0%）
配当割交付金　437万円（0.0%）
利子割交付金　318万円（0.0%）
株式等譲渡所得割交付金　300万円（0.0%）地方消費税交付金

5億9,500万円
（2.8%）

扶助費
46億2,568万円
（21.9%）

人件費
39億9,744万円
（18.9%）

公債費
23億5,990万円
（11.2%）

繰出金
24億6,810万円
（11.7%）

物件費
26億8,278万円
（12.7%）

補助費など
20億3,605万円
　（9.6%）

   普通建設
   事業費

26億535万円
（12.4%）

義務的経費
109億8,302万円
（52.0%）

投資的経費
26億1,039万円（12.4%）

その他の経費
75億2,559万円
（35.6%）

災害復旧費
504万円（0.0%）

積立金 2億1,496万円（1.0%）
維持補修費 1億1,269万円（0.5%）
その他 1,101万円（0.1%）

平成30年度当初予算を市民１人当たりに換算すると・・・

平成30年度当初予算の歳入歳出状況

平成30年度　南九州市当初予算
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子
育
て
支
援
体
制
の
強
化

１�　
子
育
て
世
代
の
交
流
の
場
を
設
置
し
ま
す
。

　
【
９
７
万
円
】

　

子
ど
も
・
子
育
て
環
境
の
充
実
の
た
め
、
親
子
で
ふ

れ
あ
い
を
持
て
る
よ
う
な
、
交
流
の
場
（
キ
ッ
ズ
コ
ー

ナ
ー
）
を
各
地
域
に
設
け
ま
す
。 

２�　
産
後
ケ
ア
・
新
生
児
聴
覚
検
査
を
行
い
ま
す
。

　
【
１
１
５
万
円
】

　

母
子
の
健
康
保
持
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
健
診
に
加

え
て
産
後
ケ
ア
、
新
生
児
の
聴
覚
検
査
を
行
い
、
産
み

育
て
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

  

市
の
魅
力
発
信

１�　
首
都
圏
に
お
け
る
知
覧
茶
な
ど
の
情
報
発
信
を
行

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
１
３
４
２
万
円
】

　

知
覧
茶
を
始
め
、
特
産
品
の
新
た
な
販
路
拡
大
に
向

け
た
取
り
組
み
と
し
て
浅
草
の
商
業
施
設
「
ま
る
ご
と

に
っ
ぽ
ん
」
に
出
展
し
、
市
の
Ｐ
Ｒ
・
情
報
発
信
を
行

い
ま
す
。

 
２�　
北
九
州
市
と
の
交
流
１０
周
年
記
念

　
【
継
続
・
一
部
新
規
１
５
９
万
円
】

　

北
九
州
市
と
の
友
好
姉
妹
都
市
交
流
協
定
１０
周
年
を

記
念
し
、
北
九
州
市
と
の
コ
ラ
ボ
メ
ニ
ュ
ー
開
発
、
共

同
物
産
展
を
開
催
し
ま
す
。

３　
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業

　
【
８
３
２
万
円
】

　

南
九
州
市
の
魅
力
を
紹
介
す
る
静
止
画
、
動
画
お
よ

び
統
一
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
の
ぼ
り
な
ど
の
グ
ッ
ズ
を
作

成
し
ま
す
。

  

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

１　
集
落
支
援
員
を
設
置
し
ま
す
。　
【
３
５
０
万
円
】

　

市
内
の
各
地
区
の
状
況
を
把
握
し
、
地
域
力
の
維

持
・
強
化
に
資
す
る
取
り
組
み
に
よ
り
更
な
る
活
性
化

を
推
進
し
ま
す
。

２　
男
女
の
出
会
い
を
応
援
し
ま
す
。　
【
７
２
万
円
】

　

出
会
い
サ
ポ
ー
タ
ー
倶
楽
部
（
仮
称
）
へ
の
助
成
に

よ
り
結
婚
を
希
望
す
る
方
の
出
会
い
の
機
会
を
提
供
し

ま
す
。

  

教
育
施
設
・
環
境
の
充
実

１　
か
ご
し
ま
国
体
に
向
け
て
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
【
８
４
３
５
万
円
】

　

２
０
２
０
か
ご
し
ま

国
体
に
向
け
て
競
技
場

の
ナ
イ
タ
ー
照
明
施
設

整
備
工
事
、
段
差
改
修

工
事
な
ど
を
行
い
ま

す
。

２　
英
会
話
活
動
協
力
員
を
設
置
し
ま
す
。

　
【
３
２
４
万
円
】　　

　

小
学
校
に
お
け
る
英
語
学
習
の
一
環
と
し
て
、

英
会
話
な
ど
の
学
習
活
動
を
取
り
入
れ
ま
す
。

　
南
九
州
市
で
は
、
将
来
都
市
像
で
あ
る
「
人
と
自

然
が
共
生
す
る
　
活
気
あ
ふ
れ
る
　
住
み
よ
い
ま

ち
　
南
九
州
市
」
を
目
標
と
し
て
掲
げ
、
南
九

州
市
総
合
計
画
に
基
づ
き
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
平
成
３０
年
度

の
当
初
予
算
の
特
徴
に
つ
い
て
新
規
事

業
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

平
成
３０
年
度
当
初
予
算
の
特
徴
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本
多 

公
明

　

 

平
成
28
年
２
月
に
副
市
長
を
拝
命

し
、
２
年
２
カ
月
の
間
、
南
九
州
市
政

に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
間
、
塗
木
市
長
の
下
、
職
員
の
皆
さ

ん
の
協
力
を
得
て
多
岐
に
わ
た
る
課
題

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
ら
の
仕
事
を
順
調
に
進
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
の
は
、
市
民
や
議
員
の
皆

さ
ま
、
多
く
の
関
係
者
の
ご
理
解
と
ご

協
力
が
あ
っ
た
お
か
げ
で
あ
り
、
心
か

ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
就
任
時
、
南

九
州
市
は
合
併
８
年
を
経
過
し
、
融
和
と

一
体
化
を
図
る
こ
と
を
重
要
課
題
と
し
て

位
置
づ
け
進
め
ら
れ
て
き
た
各
種
施
策
が

形
と
な
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

一
方
で
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
は
じ
め
と

す
る
市
政
の
舵
取
り
が
難
し
い
中
、
地
方

創
生
や
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
の
転
換
点
に
あ
っ

て
、
何
を
す
べ
き
か
、
何
が
で
き
る
の

か
を
職
員
の
皆
さ
ん
は
考
え
、
時
代
に

合
っ
た
事
業
・
施
策
を
形
作
っ
て
い
く

	

福
留
　
保

　

こ
の
た
び
、
関
係
皆
さ
ま
方
の
ご
理

解
の
も
と
、
副
市
長
の
任
を
拝
命
い
た

し
ま
し
た
。
も
と
よ
り
浅
学
菲
才
の
身

で
こ
の
よ
う
な
大
役
は
身
に
余
る
光
栄

で
あ
り
、
そ
の
職
責
の
重
さ
を
ひ
し
ひ

し
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま

す
。

　

本
市
は
昨
年
市
制
施
行
十
周
年
を
迎

え
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
十
年
間
の

歩
み
を
踏
ま
え
て
、
次
の
時
代
へ
の
幕

明
け
と
も
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

30
年
度
は
第
二
次
南
九
州
市
総
合
計
画

の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
「
人
と
自
然
が
共

生
す
る　

活
気
あ
ふ
れ
る　

住
み
よ
い

ま
ち　

南
九
州
市
」
の
将
来
都
市
像
に

向
け
て
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
年
と
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
人
口

減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
地

域
の
活
力
維
持
や
移
住
・
定
住
の
推
進
、

財
政
基
盤
の
強
化
や
行
政
改
革
へ
の
対

策
は
喫
緊
の
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

　

本
市
は
豊
か
な
自
然
や
、
秀
で
た
歴

史
や
文
化
、
魅
力
あ
る
景
勝
地
を
有
し

て
い
ま
す
が
、
社
会
情
勢
は
グ
ロ
ー
バ

と
い
う
困
難
で
大
事
な
仕
事
に
真
摯
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
れ
ら
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
仕
事
を
で
き
た
こ
と
は
、
私

に
と
っ
て
貴
重
な
経
験
で
あ
り
大
変
光

栄
な
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
や
行

事
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
は
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を

多
く
聞
く
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
か
ら
地

域
の
つ
な
が
り
や
活
力
を
感
じ
、
地
域

の
持
つ
力
こ
そ
が
将
来
を
担
っ
て
い
く

の
だ
と
の
思
い
を
強
く
い
た
し
た
と
こ

ろ
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

南
九
州
市
は
こ
れ
か
ら
合
併
10
年
を

超
え
て
新
た
な
時
代
へ
と
向
か
っ
て
い

き
ま
す
が
、
自
然
、
歴
史
、
文
化
に
加

え
、
地
域
を
支
え
る
「
ひ
と
」
が
大
勢

い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
を
最
大
限
に
活
か

し
、
住
民
、
議
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
関
係

団
体
と
市
役
所
が
一
体
と
な
れ
ば
、「
人

と
自
然
が
共
生
す
る　

活
気
あ
ふ
れ
る

住
み
よ
い
ま
ち
」
を
必
ず
作
り
出
せ
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
を
離
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

に
い
た
だ
い
た
縁
を
大
切
に
さ
ら
に
深

め
、
南
九
州
市
の
応
援
団
と
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
機
会
を
い

た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
方
々
と
貴
重
な
時
間
を
共
有

で
き
ま
し
た
こ
と
に
改
め
て
感
謝
し
つ

つ
、
南
九
州
市
の
発
展
と
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
し
て
退
任
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

ル
化
の
進
展
、
労
働
力
不
足
が
懸
念
さ

れ
て
お
り
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の

振
興
は
も
と
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
形

態
に
お
い
て
も
具
体
的
な
活
性
化
を
図

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
結
婚
・
子
ど
も
子
育
て
世
代

か
ら
、
高
齢
者
世
代
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
、
き
め

細
や
か
な
施
策
に
よ
る
、
い
き
い
き
と

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
も
求

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

各
種
施
策
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
賜
り
な
が

ら
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
質
の
高
い
取
り

組
み
を
し
っ
か
り
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

塗
木
市
長
の
市
政
運
営
の
基
本
で
あ

る
「
市
民
の
声
が
羅
針
盤
」
の
下
、
生

ま
れ
育
っ
た
南
九
州
市
の
よ
り
一
層
の

発
展
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
37
年
間

の
市
役
所
勤
務
経
験
を
活
か
し
、
も
と

よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
市
長

の
良
き
補
佐
役
と
し
て
誠
心
誠
意
、
全

力
で
職
務
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
重

ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

南九州市副市長　退任・就任のごあいさつ

任期：平成 28 年２月  １ 日
〜平成 30 年３月 31日

平成 30 年４月１日 就任

退 

任

就 

任



　市では、住民に利用しやすく、行政ニーズに対応した効率的な市役所の体制とするため、４月から組織の一部を次の
とおり変更しました。

市役所の組織の一部が変わりました！　～より効果的で機能的な体制に～

各庁舎の一部の係を再編しました。
平成29年度

事　由
平成30年度

課 係 課 係

図書館
頴娃図書館管理係
知覧図書館管理係
川辺図書室管理係

課係の廃止 指定管理者へ委託のため

【頴娃庁舎】

収納対策課 収納対策係
私債権管理収納係 係の統合 収納対策課 収納対策係

頴娃支所 地域包括支援係 本課へ統合 川辺庁舎長寿介護課へ統合
【知覧庁舎】

財政課 財産管理係
登記係 係の統合 財政課 財産管理係

建設課 土木係
計画調整係 係の統合 建設課 土木係

知覧支所 地域包括支援係 本課へ統合 川辺庁舎長寿介護課へ統合
【川辺庁舎】
福祉課 児童福祉係 係名の変更 福祉課 子育て支援係
福祉事務所 生活支援係 所管課の変更 福祉課 生活支援係

長寿介護課 地域包括支援係 支所を集約し係を新
設 長寿介護課 地域包括ケア係

介護予防支援係

【図書館運営を指定管理者へ】
　これまで直営で行なっていた各地域にある図書館の管理運営業務を指定管理者に委託しました。図書館利用に関して
は、これまでと変わりありません。
【南九州市地域包括支援センターを設置】
　各地域包括支援センターを集約して、南九州市地域包括支援センターを設置しました。それに伴い、各支所の地域包
括支援係を廃止し、川辺庁舎の本課へ統合します。各支所の窓口・相談業務については、各支所福祉係で対応します。

平成30年4月号　〚広報〛 8

▪退職［3 月 31 日付］▪　� 　

室　屋　雅　道 図書館参事兼知覧図書館管理係長

西　　　理　子 知覧分室教育振興課主任主査（知覧幼
稚園勤務）

吉　満　ひとみ 九玉小学校学校主事
上　村　孝　治 図書館参事兼頴娃図書館管理係長

吉　原　喜代子 頴娃分室教育振興課主任主査（頴娃幼
稚園勤務）

沖　　　　　敦
社会教育課長兼コミュニティセンター
川辺文化会館長兼川辺図書室長兼知覧
図書館長兼頴娃図書館長兼ちらん夢郷
館長

中　熊　一　仁 学校教育課参事兼指導主事
東　　　浩　二 社会教育課主幹兼社会教育係長

内　匠　和　子 耕地林務課主任主査
若　松　仁　司 水道課長
下之門　松　生 畜産課参事兼畜産管理係長
尾　込　福　蔵 建設課長
楠　元　章　一 建築住宅課長
摺　木　和　文 頴娃支所長
南　田　祥　作 川辺支所長

福　田　成　孝 知覧特攻平和会館長兼世界の記憶推進
室長

中　崎　祐　二 水道課水道技師
福　留　　　保 農政課長

日　置　健　作
文化財課長兼ミュージアム知覧館長兼
頴娃歴史民俗資料館長兼知覧分室教育
振興課長兼コミュニティセンター知覧
文化会館長

▪新規採用職員［4 月１日付］▪　� 　
佐　藤　めぐみ 福祉課主事
菊　永　　　翔 農政課主事
前　山　大　地 畜産課主事
五反田　淳　也 社会教育課主事

赤　崎　　　光 企画課主事
大　堀　達　也 防災安全課主事
折　田　裕　斗 税務課主事
浦　﨑　七　汐 健康増進課主事

保健体育課参事兼市民体育係長 上　之　進　一 建設課参事兼管理係長
学校給食センター参事兼管理係長 中　尾　浩　二 財政課参事兼登記係長



9 〚広報〛 　平成30年4月号

▪異動［4 月１日付、係長級以上］▪　� 　

知覧特攻平和会館長兼世界の記憶推進室長兼世界
の記憶推進係長 朝　隈　克　博 世界の記憶推進室参事兼世界の記憶推進係長

健康増進課長 有　水　志　郎 総務課参事兼総務人事係長
福祉課長兼福祉事務所長 松　清　浩　一 健康増進課長
農政課長 本木下　裕　一 農政課参事兼生産流通指導係長
畜産課長 雪　丸　俊　一 社会教育課参事兼文化振興係長
建設課長 下　野　　　久 学校給食センター所長
建築住宅課長兼建築係長 下　野　浩　巳 建築住宅課参事兼建築係長
水道課長 野　口　義　人 建設課参事兼計画調整係長
頴娃支所長 濵　田　純　一 畜産課長
川辺支所長 網　屋　多加幸 福祉課長兼福祉事務所長
学校給食センター所長 神　薗　省　吾 市民生活課参事兼市民係長
文化財課長兼ミュージアム知覧館長兼頴娃歴史民
俗資料館長兼知覧分室教育振興課長兼コミュニ
ティセンター知覧文化会館長

加　覧　喜　次 財政課参事兼契約管理係長

社会教育課長兼コミュニティセンター川辺文化
会館長 山　田　哲　夫 長島町立蔵之元小学校校長

新　任 氏　名 旧　任
【課長級】

新　任 氏　名 旧　任
【係長級】

総務課参事兼総務人事係長 上　村　勇　一 総務課参事兼行政係長
総務課参事兼行政係長 伊佐敷　純　郎 福祉課主任主査兼福祉事務所主任主査
財政課参事兼契約管理係長 坂　口　耕　作 防災安全課参事兼消防係長
防災安全課参事兼消防係長 桐木平　祐　二 市民生活課参事兼生活環境係長
収納対策課参事兼収納対策係長 松久保　正　和 南薩介護保険事務組合総務係長
市民生活課参事兼市民係長 菊　永　英　勝 頴娃支所参事兼市民生活係長
市民生活課参事兼生活環境係長 後　田　健　一 商工観光課参事兼観光係長
健康増進課参事兼健康推進係長 松　清　与利子 知覧支所参事兼地域包括支援係長
健康増進課参事兼保険係長 栫　井　正　人 収納対策課参事兼私債権管理収納係長

福祉課参事兼子育て支援係長兼第一児童館長 福　迫　さとこ 福祉課参事兼児童福祉係長兼第一児童館長兼福
祉事務所参事兼児童福祉係長

福祉課参事兼障害福祉係長 新　原　厚　男 監査委員事務局参事兼監査係長
福祉課参事兼生活支援係長 峯　苫　浩逸郎 福祉事務所参事兼生活支援係長
長寿介護課参事兼介護予防支援係長 塗　木　智　子 健康増進課参事兼健康推進係長
長寿介護課参事兼地域包括ケア係長 福　元　睦　美 長寿介護課参事兼地域包括支援係長
農政課参事兼生産流通指導係長 櫛下町　浩　二 知覧支所参事兼農林係長
耕地林務課参事兼管理係長 芝　原　信　博 耕地林務課主任主査
畜産課参事兼畜産管理係長 福　元　勇　一 川辺支所参事兼農林係長
商工観光課参事兼観光係長 取　違　秋　洋 頴娃支所参事兼地域包括支援係長
建設課参事兼土木係長 田　代　健　一 都市計画課参事兼都市計画係長
建設課参事兼管理係長 中　野　俊　裕 耕地林務課参事兼管理係長
都市計画課参事兼都市計画係長 東　　　博　文 川辺支所参事兼建設水道係長
頴娃支所参事兼市民生活係長 平木場　政　仁 健康増進課参事兼保険係長
知覧支所参事兼農林係長 上　野　　　誠 農業委員会事務局参事兼農地係長
川辺支所参事兼農林係長 高　取　康　弘 保健体育課参事兼市民体育係長
川辺支所参事兼建設水道係長 前　原　久　志 建設課参事兼土木係長
監査委員事務局参事兼監査係長 藏　前　浩　和 川辺図書室参事兼川辺図書室管理係長
農業委員会事務局参事兼農地係長 塗　木　芳　浩 学校給食センター参事兼管理係長

教育総務課参事兼学校再編係長 平　山　憲　二 福祉課参事兼障害福祉係長兼福祉事務所参事兼
障害福祉係長

学校教育課主幹兼学校教育指導主事 坂　元　重　仁 薩摩川内市立里中学校教頭
社会教育課社会教育係長 冨　永　圭　一 喜界町立喜界小学校教諭
社会教育課参事兼文化振興係長 下　尾　修　一 教育総務課参事兼学校再編係長

平成30年度

市 役 所 の 人 事 異 動



　知覧中学校では、卒業生代表の西垂水さくらさんが、
「さまざまなことを学び、経験し、私たちは心も体も
大きく成長しました」と３年間を振り返り、それぞれ
の進路に進む希望や、保護者や先生への感謝を伝え、
在校生へもエールを送りました。

　小・中学校の卒業式が、３月13日に中学校、３月22日に小学校
で行われ、小学校280人、中学校284人が卒業。卒業生たちは、先
生や在校生、保護者、地域の方など多くの人に見送られ、多くの
思い出が詰まった学び舎にそれぞれ別れを告げました。

　宮脇小学校では、札内俊弘校長が「中学校でもしっ
かりとした目標を持ち、本気になって努力を積み重
ね、自分の成功につなげていってほしい」とはなむ
けの言葉を送りました。卒業生は、将来の夢とこれ
からの目標を力強く発表して旅立ちました。

思 ～市立小・中学校卒業式～
い出と希望を胸に新たな道へ

▲�多くの人に見守られて新たな道を歩みだす知覧中学校卒業生 76人。 ▲�先生や在校生たちに別れを告げる宮脇小学校卒業生 16人。

　３月２日、ＪＡ津軽みらいの工藤友良組合長らが市
役所知覧庁舎を訪れ、りんごの贈呈式が行われました。
この贈呈は、子どもたちの食育のため平成21年から始
まり、今回も市立幼稚園の園児、小・中学校の児童生
徒たちに、約3600個のりんごが贈られました。贈呈式
では、子どもたちを代表して知覧小学校６年生の永谷
夢来さん、中山和奏さん、坂上采佳さんがりんごを受
け取り、おいしいりんごへのお礼を述べました。

　３月24日、川辺町の開運夢通り商店街で、第１回開
運夢通り博覧会が開催されました。商店街には多くの
昭和の写真が展示され、軒先市や昭和歌謡ショーなど
もあり、懐かしさを感じさせる商店街を来場者は楽し
んでいました。また、豪華賞品が準備されたダルマさ
んが転んだ選手権や、カライモもちのもちつき体験と
振る舞いも行われ、親子で楽しいひと時を過ごせたイ
ベントとなりました。
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▲�工藤組合長（後列右から２番目）からりんごを受け取り、笑顔の子どもた
ち（前列左から永谷さん、中山さん、坂上さん）。

第 ～開運夢通り商店街～
１回開運夢通り博覧会お ～ＪＡ津軽みらいりんご贈呈式～

いしいりんごありがとう！

▲�博覧会で開催されただるまさんが転んだ選手権。さまざまなイベントを来
場者は楽しみました。



　３月９日、農薬散布などの技能を競う県無人ヘリ
コプター飛行技術競技大会が、川辺町の三豊ゴルフ
場で開催。23チームが出場し、技能取得５年以上の

部で市農業公社の
大倉野慎・東耕太
組が見事優勝。５
年未満の部では小
湊祐也・秋田哲志
組が３位と好成績
を挙げました。

　３月１日、南九州市立幼稚園のあり方検討委員会
から、今後の市立幼稚園のあり方についての答申書
が提出されました。教育委員会では、この答申を受

けて、今後の幼稚
園についての基本
方針を策定する計
画です。なお、答
申書は、市ホーム
ページに掲載して
います。

　２月23日、頴娃農村近代化センターで、市フラワー
コンテストが開催され、切り花部門とフラワーアレ
ンジ部門あわせて85点が出品。市長賞には福留誠さ

んが選出され、山
下尚志さん、岡村
盛文さん、枦木雅
美さん、利田正明
さん、浜田きみ子
さんが特別賞を受
賞しました。

昨 ～第９回南九州市フラワーコンテスト～
年より多くの花で賑わう

▲�入賞した12 点が “ 道の駅川辺やすらぎの
郷 ”に展示されました。

　２月７日、市茶業振興大会が知覧文化会館で開催
されました。スローガン採択では、「2020年に本市
で開かれる全国お茶まつり鹿児島大会で、知覧茶

を国内外に発信す
る」と力強く宣言
し、「全国茶品評
会での日本一獲得
を目標に総力を結
集しよう」と気勢
を上げました。

２ ～第10回南九州市茶業振興大会～
020年全国大会の成功を誓う

▲�約 400 人の来場者の前で決意表明する茶
業青年部の皆さん。

▲�有馬教育長に答申書を手渡す加治木達哉委
員長（右）。

南 ～県無人ヘリコプター飛行技術競技大会～
九州市農業公社が県大会優勝

▲�競技大会の様子。風の影響を考慮しながら
正確な操作技術が求められます。

　３月９日、キクナガ薬局（知覧町郡）の菊永玲子さ
んより、市の出産・子育て支援に対し120万円の寄付が
ありました。公衆衛生向上の功績による厚生労働大臣

表彰も受けた菊永
さんは、「創業120
年や表彰は地域の
皆さんのおかげで
す。ご恩返しに役
立ててほしい」と
話しました。

創 ～ キクナガ薬局より120万円の寄付～
業120年の節目に感謝を込め

▲�厚生労働大臣からの表彰状を手に持つ菊永
玲子さん（左）。

　３月９日に100歳のお誕生日を迎えた山口豊さん
のもとを市長が訪問し、祝金と花束を贈呈して祝福
しました。当日は、同じ施設で生活されている妻の

ヨシ子さんと並ん
で、子どもさん方、
施設の入居者の方
や職員など大勢の
方にお祝いされて
の贈呈になりまし
た。

百 ～山口豊さん～
歳おめでとうございます

▲��従軍経験を経て、目立ての仕事で生計をた
てられていたとのことで丈夫な体をお持ち
のようです。

幼 ～南九州市立幼稚園のあり方検討委員会～
稚園のあり方に答申書提出
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　３月18日、南九州市特産品協会主催の春のうんま
かもん市が、道の駅川辺やすらぎの郷で開催されま
した。知覧茶、さつまいも、かわなべ牛など、さま

ざまな地元特産品
の販売や、もちつ
き体験、お茶の飲
み比べなどのイベ
ントがあり、多く
の来場者で賑わい
ました。

　３月11日、知覧町塗木自治会内で塗木菜の花まつり
が開催。恒例のポニーレースは全12レースに31頭が出
場し、コースを駆け抜けるポニーに多くの来場者が

声援を送っていま
した。また、中央
保育園児による太
鼓や頴娃高校吹奏
楽部の演奏もまつ
りに花を添えまし
た。

　３月12日、頴娃町鰻種苗採捕組合が、頴娃町御領
の馬渡川でウナギの放流を行いました。同組合は毎
年、資源増殖のために放流活動を行っています。九

玉小学校６年生の
児童たちは、初め
て生きているウナ
ギに触れ、歓声を
上げながらウナギ
の成長を願い放流
しました。

川 ～頴娃町鰻種苗採捕組合ウナギの放流～
の資源を豊かに保つ

▲�ウナギを放流する九玉小の皆さん。濵田茂
久組合長は「この思い出を大切にして欲し
い」と話しました。

　北九州市文学館が主催の子どもノンフィクション
文学賞で、青戸小３年の折尾皇明さんが選考委員特
別賞を、青戸小学校が学校団体賞を受賞。折尾さん

は作品の中で、「心
を込めてお茶を作
る両親を見て、将
来、自分も飲む人
が笑顔になるお茶
を 作 り た い 」 と
語っています。

自 ～第９回子どもノンフィクション文学賞～
身の体験談で特別賞受賞

▲�表彰楯を手にする折尾皇明さん。勉強だけ
でなく空手や書道もがんばる３年生です。

ポ ～第17回塗木菜の花まつり～
ニーが告げる春の訪れ

▲�多くの来場者が声援を送ったポニーレース。

お ～春のうんまかもん市～
いしい特産品が大集合

▲�もちのふるまいも行われ、多くの来場者に
喜ばれました。

　３月31日に108歳のお誕生日を迎えた中原タネさんへ
祝金を贈呈しました。あいにくタネさんは直前にけが
をされたため、長男の章策さんやご家族が代理で受け

取られ、本人に届
けられました。裁
縫の仕事で家計を
支えられたそうで、
楽しそうに当時の
話を聞かせてくだ
さいました。

茶 ～ 中原タネさん～
寿おめでとうございます

▲�長生きの秘訣は親から丈夫な体をもらった
ことだそうです。

　３月25日に100歳のお誕生日を迎えた松田シヅさんの
もとを市長が訪問し、祝金と花束を贈呈して祝福しまし
た。料理が好きで、味噌やちまき、しょうゆまで手作りさ

れるなど、厳しくも
あたたかいシヅさ
ん。現在は施設で
生活されています
が、ご家族の支援
のもと、健康に過ご
されています。

百 ～松田シヅさん～
歳おめでとうございます

▲��次男春雄さんをはじめとする子どもさんが
いらっしゃる中、入所者のみなさんの拍手
でお祝いされました。
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催
　
し

道
の
駅
「
川
辺
や
す
ら
ぎ
の
郷
」

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
フ
ェ
ア

■
期
間
＝
５
月
３
日
（
木
）
～

　
　
　
　

６
日
（
日
）（
４
日
間
）

■�

内
容
＝
大
抽
選
会
／
か
わ
な
べ
牛
特
売

（
商
標
登
録
取
得
記
念
）
／
地
域
特
産

品
の
特
売
／
日
替
わ
り
体
験
コ
ー
ナ
ー

／
商
工
会
テ
ナ
ン
ト
な
ど

※�

詳
し
く
は
、
５
月
初
旬
の
新
聞
折
り
込

み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

［
問
］道
の
駅
「
川
辺
や
す
ら
ぎ
の
郷
」

　
　

☎
０
９
９
３-

58-

３
１
３
１

南
九
州
市
戦
没
者
追
悼
式

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
参
列
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
日
時
＝
５
月
18
日
（
金
）
午
前
10
時
～

■
場
所
＝
知
覧
文
化
会
館　

［
担
当
］ 

川 

福
祉
課 

社
会
福
祉
係

募
　
集

見
て
・
聞
い
て
・
考
え
る

ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー

㏌
ス
リ
ラ
ン
カ
参
加
者 

募
集

■�

期
間
＝
７
月
25
日
（
水
）
～
８
月
１
日

（
水
）

■�

派
遣
国
＝
ス
リ
ラ
ン
カ
民
主
社
会
主
義

共
和
国

■�

内
容
＝
学
校
訪
問
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、

青
年
海
外
協
力
隊
の
活
動
視
察
な
ど

■�

応
募
資
格
＝
⑴
中
学
校
・
高
等
学
校
に

在
学
中
で
20
歳
未
満
の
方
。
⑵
青
年
海

外
協
力
隊
な
ど
国
際
協
力
に
興
味
が
あ

り
、
心
身
と
も
に
健
康
な
方
。
⑶
派
遣

国
に
渡
航
経
験
の
無
い
方
。
⑷
参
加
す

る
こ
と
に
保
護
者
、
学
校
長
の
承
諾
が

あ
る
方
。
⑸
保
護
者
が
南
九
州
市
民
で

あ
る
方
。

■�
募
集
人
員
＝
１
人
（
定
員
を
超
え
た
場

合
は
、
面
接
な
ど
実
施
）

■�

費
用
＝
15
万
円
程
度
（
う
ち
市
が
半
額

程
度
助
成
）

■�

申
込
方
法
＝
４
月
27
日
（
金
）
ま
で
に
、

担
当
係
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申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

［
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当
］ 

川 
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会
教
育
課 
社
会
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育
係

「
全
国
戦
没
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追
悼
式
」

参
列
遺
族 

募
集

■
期
日
＝
８
月
15
日
（
水
）

※
前
日
か
ら
の
団
体
行
動
に
な
り
ま
す
。 

■�

場
所
＝
日
本
武
道
館

　
　
　
　
（
東
京
都
千
代
田
区
）

■�

対
象
者
＝
戦
没
者
の
配
偶
者
お
よ
び
三

親
等
内
の
遺
族
。
一
般
戦
災
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者
の

配
偶
者
お
よ
び
三
親
等
内
の
遺
族
。

※�

過
去
に
参
列
し
た
こ
と
が
な
い
方
を
優

先
し
ま
す
。

※�

死
没
者
１
人
に
つ
き
複
数
の
参
列
遺
族

を
認
め
ま
す
。

※�

「
次
世
代
へ
の
継
承
」
と
い
う
観
点
か

ら
「
18
歳
未
満
の
遺
族
」
に
つ
い
て
も

募
集
し
ま
す
。

■
申
込
期
間
＝
５
月
１
日
（
火
）
～

　
　
　
　
　
　

５
月
31
日
（
木
）　

■
募
集
人
員
＝
65
人

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
選
考
。

［
申 

・
問
］
川 

福
祉
課 

社
会
福
祉
係

　

県
庁 

社
会
福
祉
課

　

☎
０
９
９-

２
８
６-

２
８
３
０

「
鹿
児
島
県
男
女
共
同
参
画
基
礎

講
座
」
受
講
生 

募
集

　

県
で
は
男
女
共
同
参
画
の
基
礎
知
識

や
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
男
女
共
同
参
画
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理
解
を
広
め
る
た
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の
ス
キ
ル
を
学
ぶ
た

め
、
基
礎
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
男
女
共
同
参
画
を
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。（
託
児
あ
り
）

■�

日
時
＝
６
月
２
日
（
土
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日
（
土
）、
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日
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土
）、
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日
（
土
）
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ず
れ
も
午
後
１
時
15
分
～
４
時
45
分

■
会
場
＝
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

■�

受
講
資
格
＝
男
女
を
問
わ
ず
原
則
と
し

て
毎
回
受
講
で
き
る
方

■
定
員
＝
60
人

■
受
講
料
＝
無
料　

■
申
込
期
限
＝
５
月
24
日
（
木
）

［
申
・
問
］
知 

企
画
課 

ま
ち
づ
く
り
推

進
係

貯
筋
運
動
指
導
者
講
習
会

参
加
者 

募
集
！

【
貯
筋
運
動
と
は
？
】

　

自
分
の
体
重
を
利
用
し
た
筋
肉
ト
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ー

ニ
ン
グ
の
こ
と
で
、
簡
単
な
運
動
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に

合
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て
行
う
た
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、
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で
楽
し
く
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貯
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け
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が
で
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ま
す
。
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回
の
講
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会
は
、
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屋
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よ
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、
貯
筋
運
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。
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、
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月
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で
に
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み
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い
。

■�

日
時
＝
６
月
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日
（
日
）
午
前
９
時
～

午
後
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時
【
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定
】
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所
＝
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館
、
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覧
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育
館

■
定
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60
人
程
度

　

�（
定
員
に
達
し
た
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集
を
締
め
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ら
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く
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が
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す
）
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象
＝
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者
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ど
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

■
申
請
期
限
＝
５
月
24
日
（
木
）

※�

期
限
を
過
ぎ
る
と
平
成
30
年
度
の
免
除

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の
＝

　

�

障
害
者
手
帳
な
ど
、
運
転
免
許
証
、
車

検
証
、
印
か
ん

※�

前
年
度
に
軽
自
動
車
税
の
免
除
を
受

け
、
申
請
内
容
に
変
更
の
な
い
方
は
、

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

障
害
の
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級
に
よ
り
、
免
除
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
担
当

係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
担
当
］頴 

税
務
課 

市
民
税
係

　
　
　

川
・
知 

支
所 

税
務
係

５
月
５
日
～
11
日
は

「
児
童
福
祉
週
間
」
で
す

　

子
ど
も
や
家
庭
、
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
に
つ
い
て
国
民
全
体
で
考
え
る
こ
と

を
目
的
に
、
毎
年
５
月
５
日
の
「
子
ど
も

の
日
」
か
ら
１
週
間
を
「
児
童
福
祉
週

間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
が
、
家
庭
や
地
域
で
心
豊
か
に
生

活
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

 

平
成
30
年
度
児
童
福
祉
週
間
標
語

『
あ
と
一
歩
　
力
に
な
る
よ
　
そ
の
思
い
』

［
担
当
］川 

福
祉
課 

子
育
て
支
援
係

［
問
］
南
九
州
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
知 

商
工
観
光
課 

商
工
水
産
係
内
）

市
国
際
交
流
協
会
会
員
募
集
！

　

今
年
度
も
各
種
講
座
（
外
国
語
・
料
理
）

や
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
中
で
す
。
会
員
に
な

る
と
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
お
知
ら
せ
や
イ
ベ

ン
ト
に
会
員
料
金
で
講
座
に
参
加
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
会
員
に
な
り
ま
せ
ん

か
？

■
年
会
費
＝
個
人　

１
千
円

　
　
　
　
　

団
体　

３
千
円

※
詳
細
は
事
務
局
ま
で
。

［
事
務
局
］
知
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

軽
自
動
車
税
の
課
税
免
除
申
請

お
知
ら
せ

　

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
方

や
障
害
が
あ
る
方
の
た
め
に
利
用
す
る
軽

自
動
車
な
ど
を
対
象
に
、
申
請
に
よ
り
軽

自
動
車
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

障
害
者
１
人
に
つ
き
１
台
で
す
。
ま
た
、

自
動
車
税
と
軽
自
動
車
税
の
両
方
の
免
除

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※�

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
18
歳
未

満
の
方
、
療
育
手
帳
（
Ａ
１
・
Ａ
２
）

ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

（
１
級
）
を
お
持
ち
の
方
は
、
生
計
を

一
に
す
る
方
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
な

南
九
州
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
新
年
度
会
員
募
集
中
！

　
『
南
九
州
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
』
は
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
し
て
市
民
の

皆
さ
ん
の
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を
お
手
伝
い

し
ま
す
。

■�

申
込
期
間
＝
年
間
を
通
し
て
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

■
年
会
費
＝

　

・
18
歳
以
下　

２
千
円

　

・
19
歳
以
上　

３
千
円

　

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
会
員　

６
千
円

※
い
ず
れ
も
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料
込
み

■�
申
込
方
法
＝
所
定
の
入
会
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
事
務
局
ま
た
は
諏

訪
運
動
公
園
管
理
事
務
所
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
く
は
、
南
九
州
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

事
務
局
ま
で
。

［
問
］
南
九
州
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
川
保
健
体
育
課 

ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
内
）

消
費
生
活
出
前
講
座
の

受
講
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
電
話
勧

誘
や
訪
問
販
売
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
や

す
い
消
費
生
活
に
関
す
る
講
座
を
出
張
料

無
料
で
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
講
座
や
長
寿
学
級
な
ど
10
人
以

上
の
団
体
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
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ねぷた山一覧
ねぷた山 代 表 者 連 絡 先

稲新会（JA） 中 原 新 一 南さつま農協知覧支所
　☎ 84-1511　

田代ねぷた 田 代 浩 之 田代住建
　☎ 83-2786　

新進会 徳 満 義 弘 南薩食鳥株式会社
　☎ 83-2086　

熱烈祭組 安 藤 賢 司 ヘアーサロンあんどう
　☎ 83-2601　

霜出もつけ会 松久保良博 ☎ 84-1769
（携帯 090-8395-9890）

　

知
覧
ね
ぷ
た
祭
を
盛

り
上
げ
る
各
ね
ぷ
た
山

（
団
体
）
で
は
、
ね
ぷ

た
運
行
を一緒
に
手
伝
っ

て
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
団
体

へ
加
入
さ
れ
た
い
方
や

興
味
の
あ
る
方
は
各
ね

ぷ
た
山
の
代
表
者
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
例
年
、
笛
や
太

鼓
、
す
り
鐘
で
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
る
方
も

募
集
し
ま
す
が
、一般
の
方
（
高
校
生
以
上
）
は
、

い
ず
れ
か
の
ね
ぷ
た
山
（
団
体
）
に
所
属
し
て

く
だ
さ
い
。

［
問
］
知
覧
ね
ぷ
た
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
南
九
州
市
役
所 

知 

商
工
観
光
課
内
）

「
ね
ぷ
た
会
員
」募
集

知
覧
ね
ぷ
た
祭



児
童
扶
養
手
当
制
度
に
つ
い
て

　

父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
父
ま
た
は
母

と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
の
家

庭
に
対
し
て
、
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促

進
に
寄
与
す
る
た
め
、
そ
の
児
童
を
監
護

す
る
母
、
監
護
し
か
つ
生
計
を
同
じ
く
す

る
父
、
ま
た
は
父
母
以
外
の
方
で
児
童
を

養
育
す
る
方
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

※�

詳
し
く
は
、
担
当
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

［
担
当
］
川 

福
祉
課 

子
育
て
支
援
係

　
　
　

  

頴 

・ 

知 

支
所 

福
祉
係

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度

～
あ
な
た
の
自
立
を
支
援
し
ま
す
～

　

最
低
限
度
の
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
恐
れ
の
あ
る
方
を
、
生
活

保
護
に
い
た
る
前
の
段
階
で
細
や
か
に
支

援
し
ま
す
。
生
活
に
困
っ
た
と
き
は
、
担

当
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
自
立
相
談
支
援
事
業
】

　

生
活
に
困
窮
し
て
い
る
方
が
、
生
活
保

護
を
受
給
す
る
こ
と
な
く
、
早
い
段
階
で

自
立
し
た
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
、
支
援
員

が
相
談
を
受
け
、
問
題
に
対
応
し
た
支
援

を
提
案
し
ま
す
。

【
住
居
確
保
給
付
金
】

　

離
職
に
よ
り
住
居
を
失
っ
た
方
や
住
居

を
失
う
恐
れ
の
あ
る
方
が
、
安
心
し
て
就

職
活
動
を
行
え
る
よ
う
、
期
限
付
き
で
家

生
ご
み
処
理
機
な
ど
の

購
入
補
助

　

市
で
は
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご

み
の
減
量
化
を
図
る
た
め
、
生
ご
み
処
理

機
な
ど
の
購
入
に
対
し
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
＝
平
成
30
年
度
に
購
入
す
る

①�

電
動
生
ご
み
処
理
機
（
各
世
帯
１
台
ま

で
）

②
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器（
各
世
帯
２
基
ま
で
）

■�

補
助
率
＝
購
入
金
額
の
２
分
の
１
で
限

度
額
が
２
万
円
、
１
０
０
円
未
満
は
切

り
捨
て
と
な
り
ま
す
。

■�

持
参
す
る
も
の
＝
①
領
収
書 

②
通
帳 

③
申
請
者
の
印
鑑 

④
電
動
生
ご
み
処

理
機
の
場
合
、
取
扱
説
明
書
の
型
番
、

仕
様
ペ
ー
ジ
の
写
し
と
設
置
状
況
写
真

［
担
当
］
川 

市
民
生
活
課 

生
活
環
境
係

　
　
　

頴 

・ 

知 

支
所 

市
民
生
活
係

賃
相
当
を
支
給
し
ま
す
。

■�

対
象
＝
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
65
歳
未

満
で
離
職
し
て
２
年
以
内
の
方

※�

資
産
な
ど
の
状
況
に
よ
り
、
給
付
を
受

け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

［
担
当
］
川 

福
祉
課 

生
活
支
援
係

ヤ
ン
バ
ル
ト
サ
カ
ヤ
ス
デ

家
屋
侵
入
防
止
剤
支
給
助
成

　

市
で
は
、
薬
剤
購
入
に
対
し
て
７
割
補

助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■�
対
象
者
＝
ヤ
ン
バ
ル
ト
サ
カ
ヤ
ス
デ
発

生
地
区
内
の
居
住
者
ま
た
は
家
屋
管
理

者
（
事
業
所
は
補
助
対
象
外
）

■�

申
請
方
法
＝
印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、
担

当
係
で
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※�

自
治
会
長
が
と
り
ま
と
め
て
申
請
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

※�

自
治
会
の
共
同
防
除
に
限
り
、薬
剤（
ミ

リ
ペ
ー
ダ
、
ヤ
ス
デ
乳
剤
）
を
無
償
で

配
布
し
ま
す
。

　

事
前
に
担
当
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
注
意
】

　

発
生
地
区
拡
大
の
原
因
は
、
人
為
的
な

移
動
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
発
生
地
区
か
ら

根
付
き
植
物
、
鉢
植
え
な
ど
を
極
力
持
ち

出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

や
む
を
得
ず
持
ち
出
す
場
合
は
、
移
動

前
に
薬
剤
で
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

［
担
当
］
川 

市
民
生
活
課 

生
活
環
境
係

　
　
　

頴 

・ 

知 

支
所 

市
民
生
活
係

ウ
ミ
ガ
メ
の
保
護
に
ご
協
力
を

保
護
監
視
員
か
ら
の
お
願
い

　

ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
は
、
例
年
５
月
か
ら

８
月
に
か
け
て
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

上
陸
か
ら
産
卵
を
始
め
る
ま
で
は
非
常

に
警
戒
心
が
強
く
、
光
を
照
ら
し
た
り
、

脅
か
し
た
り
す
る
と
産
卵
を
せ
ず
に
途
中

で
海
に
戻
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
期

間
中
は
、次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①�

暗
く
な
っ
た
海
岸
で
騒
い
だ
り
、
歩
き

回
っ
た
り
し
な
い
。
ま
た
ラ
イ
ト
の
点

灯
や
ラ
イ
タ
ー
な
ど
を
む
や
み
に
つ
け

な
い

②�

海
岸
に
ゴ
ミ
（
空
き
缶
、
ビ
ニ
ー
ル
な

ど
）
を
捨
て
な
い
。

③�

上
陸
中
や
穴
掘
り
中
の
カ
メ
に
絶
対
に

近
づ
か
な
い
。
触
ら
な
い
。

［
担
当
］
川 
市
民
生
活
課 

生
活
環
境
係

ウミガメ保護監視実績
年度 上陸頭数 産卵頭数 保護卵数
27 45 頭 12 頭 　879 個　
28 41 頭 15 頭 1,238 個　
29 39 頭 10 頭 　935 個　

　地域の実情や利用者のニーズに即した公
共交通の運行を実現するために協議を行う
本協議会の公募委員で、ひまわりバスなど
の公共交通の利用者目線でご意見をいただ
ける方を募集します。
　会議は平日に約２時間、年２回程度の開
催予定です。
■募集人員：１人（任期２年間）
■応募方法：�応募用紙に必要事項を明記の

うえ企画課へ提出。
（応募用紙は市 HP からダウンロード、また
は担当係へ直接受け取りに来てください。）
■応募締切：平成 30 年５月２日（水）
　� ［担当］知  企画課 企画係

地域公共交通協議会の委員を募集します！
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働
く
若
者
定
住
促
進
事
業
補
助
金

～
働
く
若
者
へ

家
賃
補
助
を
ス
タ
ー
ト
～

　

４
月
１
日
よ
り
、市
の
「
一
般
住
宅
（
単

身
向
）」
へ
新
た
に
入
居
す
る
30
歳
未
満

の
働
く
若
者
を
対
象
に
、
家
賃
負
担
額
の

最
大
で
半
額
を
補
助
す
る
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

　

対
象
住
宅
は
知
覧
地
域
に
立
地
し
、
補

助
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

　

詳
細
は
担
当
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

［
担
当
］
知 

ふ
る
さ
と
振
興
室

地
域
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
！

　

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、
地

域
住
民
が
主
体
的
に
取
り
組
む
事
業
に
対

し
て
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■�

対
象
団
体
＝
自
治
会
、
地
区
公
民
館
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
な
ど

■
対
象
事
業
お
よ
び
補
助
金
額
＝

○
ま
ち
づ
く
り
実
践
事
業

　

当
該
経
費
の
５
割
以
内
で
上
限
20
万
円

（
む
ら
お
こ
し
、伝
統
文
化
の
継
承
・
復
活
、

イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
へ
の
経
費
助
成
）

○
ま
ち
づ
く
り
人
材
養
成
事
業

　

当
該
経
費
の
６
割
以
内
の
額

　

・
国
内
研
修　

10
万
円
を
限
度

　

・
海
外
研
修　

30
万
円
を
限
度

○
テ
ー
マ
設
定
型
実
践
事
業

悩
み
相
談
室

　

家
庭
や
職
場
、
子
育
て
や
介
護
、
Ｄ
Ｖ

や
セ
ク
ハ
ラ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

な
ど
）
の
こ
と
な
ど
悩
み
を
抱
え
て
い
る

方
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
相

談
に
応
じ
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
相
談
日
時
＝
５
月
19
日
（
土
）

　

午
後
１
時
～
５
時
（
１
人
50
分
程
度
）

■
場
所
＝
ち
ら
ん
夢
郷
館

■
完
全
予
約
制
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

☎
０
９
９
３-

83-

２
５
１
１

　
（
相
談
室
予
約
専
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子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

　

南
九
州
市
に
住
む
子
ど
も
や
そ
の
保
護

者
、
子
ど
も
た
ち
の
保
育
や
教
育
に
携

わ
っ
て
い
る
方
々
の
相
談
、
解
決
の
た
め

に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

■
場
所
＝
知
覧
文
化
会
館
２
階

■�

受
付
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前
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後
５
時

（
土
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・
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日
除
く
）

　

☎
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９
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３-
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１
５
３
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当
該
経
費
の
10
割
以
内
で
上
限
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万
円

　
（
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
話
し
合
い
活
動

の
際
の
講
師
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
な
ど

の
経
費
助
成
）

■�

申
込
方
法
＝
計
画
書
や
見
積
書
な
ど
の

必
要
書
類
を
担
当
係
ま
た
は
各
支
所
の

地
域
振
興
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
の
様
式
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

■
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５
月
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日
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木
）

［
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画
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ち
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係

相
　
談

特
設
人
権
相
談
所

　

特
設
人
権
相
談
所
は
家
庭
内
（
結
婚
、

夫
婦
、
親
子
、
離
婚
、
相
続
）
や
隣
近
所

の
も
め
ご
と
の
ほ
か
、
一
般
民
事
事
件
、

人
権
や
法
律
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
人
権

擁
護
委
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

予
約
は
不
要
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
開
設
日
・
場
所
＝

　

・
５
月
24
日
（
木
）【
ひ
ま
わ
り
館
】

　

・
６
月
１
日
（
金
）【
ち
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ん
夢
郷
館
】

■
時
間
＝
共
に
午
前
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時
～
午
後
３
時

［
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］
鹿
児
島
地
方
法
務
局 

知
覧
支
局

　

☎
０
９
９
３-
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市民参加の手続きについて
南九州市みんなのまちづくり参加条例に基づき、平成 30年度の実施予定をお知らせします。

市民参加の対象となる政策など 市民参加の方法 実施予定 担当課
1 南九州市頴娃地区統合中学校開設協議 審議会など 年度中に３回 教育総務課
2 南九州市立小学校の将来のあり方に関する検討 審議会など 年度中に４回 教育総務課
3 南九州市立幼稚園のあり方に関する基本方針の策定 パブリックコメント ８月頃 教育総務課
4 いのちを支える南九州市自殺対策計画の策定 パブリックコメント 12 月 健康増進課
５ 第２次男女共同参画基本計画などの策定 アンケート調査 12 月 企画課

各市民参加手続の具体的な内容については、各担当課へお問い合わせください。
［担当］ 知 企画課 まちづくり推進係



基準額 （月額） 6,400 円

後期高齢者医療保険料率が変わります

　被保険者の皆さまが安心して医療を受けられるよ
うに、平成 30・31 年度の保険料率を改定します。
　後期高齢者医療では、被保険者の皆さまの医療費
の動向などを踏まえ、2 年ごとに保険料率の見直し
をすることになっています。
　平成 30・31 年度の保険料率を、表のとおり改定
します。
 なお、均等割額・所得割率とも下がっています。

■後期高齢者医療保険料率の改定内容

内訳 変更前
（平成 28・29 年度）

変更後
（平成 30・31 年度）

均等割額 51,500 円 50,500 円

所得割率 9.97% 9.57%

年間負担
限度額 57 万円 62 万円　［問］頴  税務課 市民税係

　　　 または　鹿児島県後期高齢者医療広域連合
　　　　　　　 業務課保険料班　099-206-1329
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介護保険料の改定
　　65 歳以上の方の平成 30 年度から平成 32 年度までの介護保険料が決まりました。

　 　　　　※参考　平成 27 ～ 29 年度は 5,500 円

　なお、所得段階別の保険料（年額）は次のようになります。

　保険料の納付は次のとおりです。
■特別徴収（年金からの引き落としで納めていただく方法）
　�　介護保険料額は、７月に決定されます。そのため、４月・６月・８月の介護保険料額は、前年度２月と同じ

金額になります（仮徴収）。７月に１年間の介護保険料額が決定した時点で、４月・６月・８月の介護保険料
額を差し引き、差額を 10 月・12 月・２月で徴収します。

■普通徴収（納付書、または口座振替で納めていただく方法）
　�　５月（第１期）から翌年２月（第 10 期）までの年 10 回払いとなります。納期限は各納付月の末日です。

前年度の保険料額を基に算定した額を５月・６月に徴収します（仮徴収）。７月に１年間の介護保険料額が決
定した時点で、５月・６月の介護保険料額を差し引き、差額を７月以降の納付期間で徴収します。なお、仮徴
収のお知らせは４月中旬頃、平成 30 年度の保険料通知書は７月中旬頃に 65 歳以上の被保険者の皆さんに送
付しますので、確認をお願いします。

［問］川 長寿介護課介護保険係・支所税務係　　頴 支所福祉係・税務課市民税係　　知 支所福祉係・税務係

所得段階 対　象　者 保険料率 年　額
（月　額）

第１段階
生活保護受給者、世帯全員が市民税非課税の老齢福祉年金受給者ま
たは世帯全員が市民税非課税かつ本人の合計所得金額と公的年金な
ど収入額の合計が 80 万円以下

基準額× 0.45 34,560 円
（2,880 円）

第２段階 世帯全員が市民税非課税かつ本人の合計所得金額と公的年金など収
入額の合計が 80 万円超 120 万円以下 基準額× 0.75 57,600 円

（4,800 円）

第３段階 世帯全員が市民税非課税かつ本人の合計所得金額と公的年金など収
入額の合計が 120 万円超 基準額× 0.75 57,600 円

（4,800 円）

第４段階 本人が市民税非課税（世帯に課税者がいる）かつ本人の合計所得金
額と公的年金など収入額の合計が 80 万円以下 基準額× 0.90 69,120 円

（5,760 円）

第５段階 本人が市民税非課税（世帯に課税者がいる）かつ本人の合計所得金
額と公的年金など収入額の合計が 80 万円超 基準額× 1.00 76,800 円

（6,400 円）

第６段階 市民税課税かつ合計所得金額 120 万円未満 基準額× 1.20 92,160 円
（7,680 円）

第７段階 市民税課税かつ合計所得金額 120 万円以上 200 万円未満 基準額× 1.30 99,840 円
（8,320 円）

第８段階 市民税課税かつ合計所得金額 200 万円以上 300 万円未満 基準額× 1.50 115,200 円
（9,600 円）

第９段階 市民税課税かつ合計所得金額 300 万円以上 基準額× 1.70 130,560 円
（10,880 円）
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Ⅱ 課税方式を３方式へ段階的に移行
　新制度においては、平成 35 年度までに保険税の課税方式を３方式（資産割を賦課しない）に統一することが
県の運営方針で決められました。本市では、税負担が急激に変わらないよう、30 年度で資産割の税率を 3 分の
1 引き下げ、33 年度で更に 3 分の 1、平成 35 年度に残りの 3 分の 1 を引き下げ、同年度で完全に３方式へ移
行する予定です。
　この 33 年度と 35 年度の税率改定に合わせて、所得割や均等割・平等割の率なども県から示される標準保険
料率を参考に見直すことにします。また、一般会計からの法定外繰入は、国保加入者以外の方からも負担をし
てもらっている状況となることから、この解消に向けた取組を歳入歳出の両面から進めます。

【参考】年齢、世帯構成、所得などの違いによる国保税負担の比較表
ケ
ー
ス

想定世帯 29年度税額 30年度税額 比較増減 【参考】標準保
険料率の場合

1
世帯主45才　妻43才　子2人
　農業所得　  150万円
　妻　専給　　 75万円

固定資産税 
10万円 334,900円 330,300円 －4,600円 330,700円

2
世帯主45才　妻43才　子2人
　農業所得　  300万円
　妻　専給　  120万円

固定資産税 
10万円 586,800円 586,000円 －800円 593,900円

3
世帯主64才　妻64才　子なし
　夫 年金収入 122万円
　妻 年金収入 110万円

固定資産税
 3.5万円 141,700円 142,000円 300円 147,100円

4
世帯主64才　妻64才　子なし
　夫 年金収入 100万円
　妻 年金収入   90万円

固定資産税
 2.5万円 69,500円 69,100円 －400円 71,400円

5
世帯主72才　妻72才　子なし
　夫 年金収入 270万円
　妻 年金収入   70万円

固定資産税
 3.5万円 226,300円 228,600円 2,300円 239,000円

6
世帯主72才　妻72才　子なし
　夫 年金収入   70万円
　妻 年金収入   70万円

固定資産税
 2万円 34,400円 33,700円 －700円 34,600円

Ⅲ 軽減措置の拡充について
　所得が一定以下の世帯については、税負担を軽くするため均等割額と平等割額を 7 割・5 割・2 割減額します。
世帯主と被保険者、国保から後期高齢者医療制度に移行した方（特定同一世帯所属者）の前年中の合計総所得
金額で判定しますが、５割軽減と２割軽減対象世帯において、被保険者一人あたりの所得基準額が引き上げられ、
軽減措置の拡充が図られています。【平成 30 年度国の税制改正】

区　分 平成29年度まで 平成30年度から
７割軽減 　基礎控除額（33万円）を超えない世帯 　基礎控除額（33万円）を超えない世帯

５割軽減 　基礎控除額（33万円）＋27万円×
　（被保険者数＋特定同一世帯所属者）

　基礎控除額（33万円）＋27.5万円×
　（被保険者数＋特定同一世帯所属者）

２割軽減 　基礎控除額（33万円）＋49万円×
　（被保険者数＋特定同一世帯所属者）

　基礎控除額（33万円）＋50万円×
　（被保険者数＋特定同一世帯所属者）

※ 未申告の場合は減額されません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【注】黄色が改正部分
※ 65 歳以上の年金所得者については、年金所得から 15 万円が控除されます。
※ 専従者給与は、事業所得から差し引く前の金額で計算をします。

［お問い合わせ先］ 頴  税務課 市民税係　川  健康増進課 保険係
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国民健康保険から保険税率変更のお知らせ

　平成 30 年度からの新制度では国保の運営に県も加わり、県内の市町村ごとの医療費水準や所得水準に応
じた事業費納付金を公平に割り当て（標準保険料率を併せて提示し）たうえで、保険の給付に必要な費用は
責任を持って全額市町村に支払うという、安定的な財政の仕組みに変わります。
　このため、これまでの国民健康保険税の税率を見直す必要が出てきました。

Ⅰ 改定税率は現状とほぼ同じ水準【 一世帯平均 170,915 円 から 171,067 円 へ 】
　新制度において、30 年度に南九州市が県に納付すべき国保事業費納付金は、15 億円あまりが割り当てられ、
この納付金を納めるために必要な税率（標準保険料率：加入者の皆さまに負担していただく税率）も示されました。
しかし、県から示された税率では一挙に負担が重く（2% の伸び）なってしまうため、29 年度までの税率の場
合とあまり変わらない水準での改定としました。このため収支不足が生じ、市の一般会計から 8,500 万円の法
定外繰入で赤字補てんしました。
　平成 30 年度の国保税については、6 月までは昨年度の税額をもとに仮の税額で納入していただきますが、平成
29 年分の所得が確定する 7 月からは改定された税率で年税額が決定され、以降の各納期で納めていただきます。

◇ 平成 30年度国保特別会計予算の状況
歳　　入 歳　　出

　国民健康保険税 10億  600万円 　総務費 （事務費など） 1,300万円

　県支出金 44億4,200万円 　保険給付費 （医療給付など） 43億3,400万円

　市 一般会計繰入金 【法定】 4億1,300万円 　国民健康保険事業費納付金 15億1,600万円

　市 一般会計繰入金 【法定外】 8,500万円 　保健事業費 （ドック補助、特定健診など） 6,100万円

　その他 400万円 　その他 2,600万円

合　　　　計 59億5,000万円 合　　　　計 59億5,000万円

※　国民健康保険事業費納付金は、国民健康保険税と市の一般会計繰入金を財源に、県へ納付します。
※　保険給付費（医療給付など）は、県支出金で賄われます。

■税率・限度額の比較一覧

区　　分
平成29年度

まで
平成30年度

から
【参考】

標準保険料率

基礎課税分
（医療費給付費分）

所得割率 世帯の所得に応じた分 8.2% 8.2% 8.15%
資産割率 世帯の資産に応じた分 24.3% 16.2% ― 
被保険者均等割額 世帯の加入者数に応じた分 25,800円 27,400円 33,158円
世帯別平等割額 一世帯に応じた分 21,600円 22,200円 23,309円

賦　課　限　度　額 540,000円 580,000円

後期高齢者
支援金分

所得割率 世帯の所得に応じた分 2.2% 2.3％ 2.4％
資産割率 世帯の資産に応じた分 7.5% 5.0％ ―
被保険者均等割額 世帯の加入者数に応じた分 7,200円 7,600円 9,705円
世帯別平等割額 一世帯に応じた分 6,000円 6,200円 6,823円

賦　課　限　度　額 190,000円 190,000円

介護納付金分

所得割率 世帯の所得に応じた分 2.1％ 2.1％ 2.1％
資産割率 世帯の資産に応じた分 9.2％ 6.1％ ―
被保険者均等割額 世帯の加入者数に応じた分 9,800円 10,400円 10,982円
世帯別平等割額 一世帯に応じた分 5,600円 5,600円 5,429円

賦　課　限　度　額 160,000円 160,000円
この税率による一世帯当たり平均の税負担額（H30試算） 170,915円 171,067円 174,283円

【注】黄色が改定部分　
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予防接種で感染症から子どもを守りましょう！
　市が費用を負担する定期予防接種の種類が増えています。接種時期がきたら、保健センターから予診票を
送付しますので、忘れずに接種しましょう！
※予防接種は、医療機関に予約をしてから接種してください。母子健康手帳を忘れずに！
※�南九州市外の医療機関でも、予防接種を受けることができます。医療機関または保健センターまでお問い
合わせください。

成人用肺炎球菌の予防接種
　成人用肺炎球菌の予防接種は、主に個人の感染症予防を目的として行うものです。
　平成 30年度対象者に予診票を送付しますので、ご本人が接種を希望される場合は、予診票を医療機関に
持参し接種を受けてください。
■対象者＝
　①平成 30年度中に 65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳になる方
　② 60歳以上 65歳未満で、心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる
　　免疫の機能に障害を有する方
※ただし、過去に 23価肺炎球菌莢膜ポリサッカライドワクチンの接種を受けたことがある方は対象外です。
■予診票送付予定時期＝４月末までに送付予定です。

検 診 胃がん検診 大腸がん検診 肺がん検診 子宮がん検診 乳がん検診 特定健診 長寿健診
（75 歳以上）

対 象 者
昭和 54 年

４月１日以前
生まれの男女

昭和 54 年
４月１日以前
生まれの男女

昭和 54 年
４月１日以前
生まれの男女

平成 11 年
４月１日以前
生まれの女性

昭和 54 年
４月１日以前

生まれの方で、
前年度未受診の女性

昭和 19 年４月２日～
昭和 54 年４月１日　

生まれの男女

昭和 19 年
４月１日以前
生まれの男女

料 金
（自己負担）

1,100 円 400円 300円 800円 1,300 円 800円 無　料

実 施 場 所 各保健センター
各保健センター

および
地区公民館など

各保健センター
および

地区公民館など
各保健センター 各保健センター

市内各医療機関
および

各保健センター
市内各医療機関

実 施 予 定
時 期 ７・９・10 月 ７・８月 ７・８月 10・11 月 10・11 月 ６～８月 ６～８月

平成30年度　がん検診などの日程
～安心のために年に１度は各健（検）診を受けましょう～

●�現在、２人に１人が一生のうちにがんと診断され、南九州市でも死因の第１位ががんとなっています。し
かし診断と治療の進歩によって、早期発見・早期治療で治せるがんが増えています。早期のがんは自覚症
状がないことが多いため、症状がなくても定期的にがん検診を受けましょう。
●がん検診は、検査費用の２割相当で受診できます。
●糖尿病や高血圧症といった生活習慣病を予防するためにも、年に１回、特定健診を受診しましょう。
●�各健（検）診の受診票は、実施時期の約１月前に、３月上旬に実施した希望調査で申し込みされた方へ送
付します。
※がん検診および特定健診の対象１年目の方は、受診料金は無料となります。
　（�胃がん・大腸がん・肺がん・乳がん検診および特定健診は今年度 40歳になる方、子宮がん検診は今年
度 20歳になる方が無料の対象となります。）

予防接種、各種健（検）診については、知覧保健センター（☎ 0993-58-7221）にお問い合わせください。
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ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

団体 対　　象 加入
区分 対象範囲

年　間
掛　金

（一人）

傷害保険 賠償責任保険
支 払 限 度 額

（免責金額なし）

突 然 死
葬祭費用保険
支 払 限 度 額死亡 後遺障害

（最高）
入院

（日額）
通院

（日額）

中
学
生
以
下（
特
別
支
援
学

校
高
等
部
の
生
徒
を
含
む
）

スポーツ・文化・ボ
ランティア・地域活
動

A1
団体活動
中とその
往復中

800円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円
対人・対物賠償合算
１事故５億円
ただし、対人賠償は
１人１億円

突然死

急性心不全、
脳内出血など

葬祭費用
180万円

上記団体活動に加
え、個人活動も対象 AW 1,450円

2,100万円 3,150万円 5,000円 2,000円 対人・対物賠償合算
１事故５億500万円
ただし、対人賠償は
１人１億500万円

上記以外
（個人活
動など）

100万円 150万円 1,000円 500円 対人・対物賠償合算
１事故500万円 対象外

高
校
生
以
上

スポーツ活
動 、スポー
ツ活動の指
導・審判

64歳
以下 Ｃ

団体活動
中とその
往復中

1,850円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円

対人・対物賠償合算
１事故５億円
ただし、対人賠償は
１人１億円

突然死

急性心不全、
脳内出血など

葬祭費用
180万円

65歳
以上 Ｂ 1,200円 600万円 900万円 1,800円 1,000円

文化・ボランティア・
地域活動、団体員
の送迎・応援など

A2 800円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円

全年齢 危 険 度 の 高 い ス
ポーツ活動 Ｄ 11,000円 500万円 750万円 1,800円 1,000円
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※熱中症および細菌性・ウイルス性食中毒
の場合、保険金額は A1 区分と同様

※熱中症および細菌性・ウイルス性食中毒
の場合、対象外

南九州市ロゴマーク・キャッチコピーが決まりました！
　地域に誇りと愛着を持てるまちづくりのため、南九州市の包括的なイメージを表現したロゴマーク・キャッチコピーを
決定しました。なお、選考にあたっては、市内の全中学生へのアンケート結果を踏まえ決定しました。
　ロゴマークなどは、市民・事業者の皆さんもご利用いただけます。詳しくは、市ホームページをご覧いただくか、ふる
さと振興室までお問い合わせください。
■ロゴマークのイメージ：人と自然の共生。誇りあるまち。
　雄大な山なみと海の波、両方の自然を想起させる形状を南九州市の頭文字「み」を「 m i 」に変換して、筆記体で表現
しています。
　「 i 」は「ひと」を想起させ、自然と人が共生することで、
魅力ある住みよいまちづくりが未来へとつながっていくことを
表現しています。
　「 ○ 」は「良し！」という南九州市への愛着・誇りを表し
ています。また、○ から「 m i 」の両端をはみ出させることで、
溢れる魅力を表現しています。

キャッチコピー：みな、みりょく！
　美しい自然、おいしい特産物、先人たちの息づかいを感じる観光名所、暮らす人々の温もり。すべて（皆）が魅力であり、
南九州市の力（南力）です。

［担当］ 知  ふるさと振興室 ふるさと振興係

　南九州市茶業振興会では市の統一ブランドである「知覧茶」の新たな販売戦略とし
て、国内はもとより、需要の高まっている海外を視野に入れた取組を加速させるため、
多言語（英語・仏語）対応の知覧茶公式ホームページを開設しました。
　知覧茶の歴史やイベント情報などタイムリーな情報を世界中に随時配信し、生産者
などの知覧茶にかける思いや魅力、土の香りまでもしっかり伝わる場にしていけたら
と思います。
　なお、市民の皆さんも知らない「知覧茶」の情報が盛り沢山となっておりますので
ぜひ一度ご覧ください。
　　　　　　　　　　　　　 　または　QR コード　で検索ください。　

［担当］ 知 茶業課 流通対策係

知覧茶公式ホームページを開設しました !!
～知覧茶ブランド、世界へ発信～
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南九州市庁舎建設等市民検討委員会　答申
　南九州市庁舎建設等市民検討委員会は、市長からの諮問された「南九州市新庁
舎の建設位置その他建設位置に係る事項」について協議するため５回の委員会を
開催し、意見をとりまとめました。蔵元泰正委員長が平成 30 年３月 23 日答申
書を提出し、提言内容を十分考慮するよう要請しました。
１　新庁舎の位置の提言
　　知覧農業振興センターが望ましい。
　　　理由：�必要な敷地面積を十分に確保できる。市の地理的中心付近に位置し

ている。交通アクセスが良く市民の利便性が高い。
２　新庁舎建設にあたり配慮すべき事項
　⑴　多大な建設費用がかかることから財政状況を十分に考慮した建設計画にすること。
　⑵�　現知覧庁舎跡地利用、商店街の活性化などとあわせ３地域の均衡ある発展のための地域振興策を講じるこ

と。
　⑶�　支所庁舎の存続は不可欠であるが、機能の縮小が予想されるので、支所において市民の諸手続きが困らな

いよう新たな仕組みを検討すること。
　⑷　遊休資産の処分やその他あらゆる手段を模索し財源確保を図ること。
　⑸　新庁舎は、歴史や景観と調和した市のシンボルとなるよう検討すること。
　⑹�　市民と行政が責任と役割を自覚し、相互に協力し合うまちづくりを推進し、将来への負担を軽減するよう

努めること。
［担当］ 知  総務課 総務人事係

～第２次南九州市行政改革大綱を策定しました～
　南九州市では、市民サービスを充実させ、これまで進めてきた行政改革
を停滞させることなく本市のさらなる発展を推進するため、第１次南九州
市行政改革大綱（平成 20 ～ 29 年度）に引き続き、第２次南九州市行政改
革大綱（平成 30 ～ 39 年度）を策定しました。今後は、大綱を実現するた
めの具体的な取組である集中改革プランを策定し、積極的な改革を進めて
いきます。
　行政改革大綱や集中改革プランの取組内容については、市ホームページ
をご覧ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［担当］ 知  総務課 行政改革推進係

▲行政改革推進委員会石元宏二会長からの答申

南 九 州 市
行政改革

●平成 30年 4月～退院調整ルールの運用開始！
　団塊の世代が 75 歳以上となる 2025 年を目途に、重度な要介
護状態となっても住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最
後まで続けることができるよう、住まい・医療・介護・予防・生
活支援が一体的に提供される地域包括ケアシステムの構築が求め
られています。
　その地域包括ケアシステムの構築を目指す取組の一環として、
南薩保健医療圏域（枕崎市・指宿市・南さつま市・南九州市）で
は、平成 29 年度中に医療機関とケアマネジャーが協議を重ね「南
薩保健医療圏域退院調整ルール」を作成しました。
　退院後に、必要な介護サービスをタイムリーに受けられるよう、
医療機関とケアマネジャーが、患者の入院後早期の段階から情報
を共有し、退院後の生活を見据えて、カンファレンスやサービス
調整などを行う連携の仕組みです。

☆入院時には､ 医療機関で介護保険証の提示をお願いします。
☆�退院後の生活について、本人や家族の希望を早い段階から

医療機関の担当者や担当ケアマネジャーと相談しましょう。

ルールの詳細は鹿児島県南薩地域振興局のホームページをご覧ください。
ｱﾄﾞﾚｽ http://www.pref.kagoshima.jp/aa02/chiiki/nansatsu/kenko/･･･

薩
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ねぷたポロシャツ　販売します !!!

　祭り開催を記念して、期間限定「ねぷた」
のロゴ入りポロシャツを販売します。
　個人または職場単位での購入をご検討く
ださい。
ポロシャツ　１枚　　2,500 円
　　　　　　　　　　（サイズＳＳ～３Ｌ）
※　色は「緑」のみ。
※�　数量限定ですので、売切れの際はご了承ください。
※�　販売場所はくらもと写真館です。市役所内で取り扱いは行っておりません。
　　詳しくは、下記までお問い合わせください。

【問い合わせ先】
知覧ねぷた祭実行委員会事務局

（南九州市役所　商工観光課内）� 販売場所　くらもと写真館　☎ 0993-83-2326

ゴッソイポロシャツ　販売します !!!

　祭り開催を記念して、期間限定「ゴッ
ソイまつり」のロゴ入りポロシャツを販
売します。
　個人または職場単位で、ぜひ、ご購入
ください。
ポロシャツ　１枚　2,500 円
　　　　　　　　　（サイズＳＳ～３Ｌ）
※　色は「ブラック×ターコイズ」のみ。
※　販売場所は
　・商工会頴娃支所　☎ 36-0380
　・えいスポーツ　　☎ 36-2569
　・衣料百貨はらだ　☎ 38-0040
※　数量限定です。
※�　市役所では取り扱っていませんので、各販売

場所でご購入ください。
　詳しくは、お問い合わせ下さい。

【問い合わせ先】
えいのゴッソイまつり実行委員会事務局

（南九州市役所　商工観光課内）

摩崖仏まつりポロシャツ　販売します!!!

・�黒ポロシャツ（2,500円）に加え、新た
に５色から選べるTシャツ（2,000円）
を販売。

　�学校やスポーツクラブ各種団体で作成
してみては？

・完全受注制で、4月より受付注文開始。
【問い合わせ先】
南九州市商工会川辺支部
TEL0993-56-0247 FAX0993-56-1987

≪ロゴの意味≫
「こ」「個」があつまり、「ご」となる。
「個」が発信して、「ご」となる。
「こ」の上下は、力こぶ、
「個」が「ご」を作る。
つまり、個々人の発信や、個々人
の協力が、ゴッソイまつりを作り
上げる。ゴッソイまつりが、多く
の人に頴娃の魅力を知ってもらう、発信の場になる
よう願いを込めて作りました。
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【川辺地域】

投票区名 投票の場所 投票区の区域

第16投票区
市民交流センター
ひまわり館

横手町、川原町、本町、中央一、中央二、諏訪下、天神坊、稲荷町、松元、
平山上、平山中、平山下、平山六丁、松崎、小野、今田下、今田上、山添、
中川原、迎川原、宮下、向江町、野間里、野間大久保、大田尾 

第17投票区 川辺地区公民館 新町、今村、田部田六丁、島、中通、佐々良上、佐々良下、柞木、越原、
永田西、古市、永田中福良

第18投票区 高田多目的研修館
本別府大久保、深野木、川原、柳、高田下、中の後、高田中福良、中の
前、藤の下、上の後、上の前、菊原、城の前、城の後、宮小路、宮中福良、
永田上

第19投票区 野崎公民館 島内、野崎中福良、松尾城、迎方、荒殿、桑水流

第20投票区 清水地区公民館 花園、桜元、小栗栖、市崎野、古殿上、古殿下

第21投票区 田代地区公民館 楠原、木場田、田代、みどり園、南野元、仁之野

第22投票区 神殿地区公民館 小崎、馬立、瀬戸山、軸屋、神殿上、神殿中服良、神之下、下里

第23投票区 勝目地区公民館 大倉野、荒多、日吉、天神、諏訪、大山、原田、上村、下村、塩入、片平、
下之口、田畑、馬場、麓、上之口、牧之田、本門、有木 

第24投票区 大丸地区公民館 君野、山下、上山田中福良、田の頭、小河路、土喰、屋敷平、川原山、森山、
諸麦、庭月野、打木谷、田代、桐木平

注１　次の選挙から、投票所は 24 カ所になります。
注２　�投票日当日は、ご自身の投票所入場券に記載されている投票所でしか投票できません。
注３　期日前投票は、全ての期日前投票所および移動期日前投票所で投票できます。
注４　期日前投票所について　
　  　　�投票区の再編前と変わらずに市役所頴娃、知覧および川辺庁舎で期日前投票所を開設します。開設期

間および時間は、原則、選挙期日の告示日（公示日）の翌日から投票日前日までの午前８時 30 分か
ら午後８時までです。

注５　移動期日前投票所について
　  　　�投票区の再編に伴い有権者への利便性に配慮するとともに、投票機会を確保するため、移動期日前投

票所を新たに開設します。※「移動期日前投票所の開設計画 (26 ページ）」のとおり
※　�移動期日前投票とは、２班体制で１日に３カ所の投票所を移動しながら行う方法で、それぞれの班の内訳

は、投票管理者１人、投票立会人２人、事務従事者２人の合計５人体制です。
※　�移動期日前投票所の開設計画は、選挙執行が決定された際にあらためて自治会放送、選挙チラシ、市広報

紙やホームページなどでお知らせします。
※　移動期日前投票所は、投票日前の月曜日から金曜日まで、２時間単位で開設します。

特に注意しておいて頂きたいこと
※　投票所入場券に記載されている投票所の場所をご確認ください。
　  　�新しい投票所は、地域の公平性や地縁性を念頭に地区公民館を基本に計画した関係から、投票の区域外

の投票の場所の方が近くなった選挙人や、他の区域の投票所を越えてご自身の投票所に行く選挙人もお
られますが、投票日当日は、ご自身の投票所入場券に記載されている投票所でしか投票できません。

※　期日前投票所なども積極的にご利用ください。
　  　�市内に開設される期日前投票所および移動期日前投票所で、全ての選挙において投票することが可能

です。
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南九州市の投票区 (投票所 )が再編されました

　南九州市内に 54カ所あった投票区の見直しを行い、投票区の数は、
次の選挙から 24カ所になります。
　　頴娃地域：７カ所
　　知覧地域：８カ所
　　川辺地域：９カ所

【頴娃地域】

投票区名 投票の場所 投票区の区域

第１投票区 郡地区公民館 長崎、鬼口、前原、浜村、下大久保、上大久保、平丹花、浦芝原、志戸、山下、
瀬谷、栫山、麓

第２投票区 宮脇地区公民館 三俣、高取、下門、中村、水之元、春向、山脇、下薗、伊瀬知、赤崎、
望洋の里

第３投票区 粟ヶ窪地区公民館 永谷、飯山、佃、粟ヶ窪、牧渕、一氏、谷場、熊ヶ谷、雪丸

第４投票区 御領地区公民館 木之元、坂上、下出、川原園、奥薗、上出、鶴田、山下、小長田、東馬渡、
西馬渡、矢越

第５投票区 別府地区公民館 吉崎、福留、石垣、鶴成、次下、東水成川、南組、岡村、蓮子、小原、松永、
えい秀峰園、榎山学園、慈生園、涼松 

第６投票区 大川公民館 東大川、南大川、北大川、西大川、摺木、耳原上、耳原下、ビハーラ

第７投票区 上別府地区公民館 上渕、只角、新牧、折尾、源川、加治佐、高吉、青戸上、青戸中、青戸下、
尾曲、飯伏、あすなろ福祉作業所、聖の郷 

【知覧地域】

投票区名 投票の場所 投票区の区域

第８投票区 知覧地区公民館 後岳下、桑代、小田代、上郡、城馬場、水垂、中郡北、中郡町、中郡南、厚地、
薩南工日新寮

第９投票区 知覧武道館 下郡北、下郡南、打出口、上之町、堤之原、山仁田、新町、楠元、打越、ウッ
ドタウン、平成、憩いの里、音野舎

第10投票区 霜出地区公民館 瀬世向、瀬世上、瀬世中、瀬世下、瀬世町、上別府、平久保、霜出、昭和、
川床、善通、立山、松久保、共親

第11投票区 松山地区公民館 東垂水、西垂水、松山、菊永、大隣、上木原、中木原

第12投票区 松ヶ浦地区公民館 仁田尾、中渡瀬、門之浦、松ヶ浦、竹迫、東塩屋、西塩屋、寿楽園 

第13投票区 浮辺地区公民館 加治佐、浮辺、飯野、塗木、白藤園

第14投票区 中福良地区公民館 二ツ谷、高星、牧永野、横井場、林川、中須、枦場、迫瀬戸山、樋与上、
中福良、和田、松村、横峯、南九州さくら病院

第15投票区 手蓑地区公民館 手蓑、池之河内、後岳北、後岳南、育成園
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【移動期日前投票所の開設計画】

１　
　
班

カ所 日程 開設時間 開設カ所
１

１日目
（月）

１ 9：00 ～ 11：00　　 　栫山営農研修館
２ ２ 12：00 ～ 14：00　　 　谷場営農研修センター
３ ３ 15：00 ～ 17：00　　 　上出集会施設
４

２日目
（火）

１ 9：00 ～ 11：00　　 　雪丸公民館
５ ２ 12：00 ～ 14：00　　 　新牧公民館
６ ３ 15：00 ～ 17：00　　 　折尾みどり館
７

３日目
（水）

１ 9：00 ～ 11：00　　 　耳原公民館
８ ２ 12：00 ～ 14：00　　 　松永公民館
９ ３ 15：00 ～ 17：00　　 　加治佐多目的集会施設
10

４日目
（木）

１ 9：00 ～ 11：00　　 　厚地広報研修館
11 ２ 12：00 ～ 14：00　　 　山下集落農事集会所
12 ３ 15：00 ～ 17：00　　 　横井場公民館
13

５日目
（金）

１ 9：00 ～ 11：00　　 　上別府集落センター
14 ２ 12：00 ～ 14：00　　 　松久保集落センター
15 ３ 15：00 ～ 17：00　　 　瀬世地区研修館

２　
　
班

カ所 日程 開設時間 開設カ所
16

１日目
（月）

１ 9：00 ～ 11：00　　 　東垂水集落センター
17 ２ 12：00 ～ 14：00　　 　大隣集落センター
18 ３ 15：00 ～ 17：00　　 　西塩屋公民館
19

２日目
（火）

１ 9：00 ～ 11：00　　 　宮中広報研修施設
20 ２ 12：00 ～ 14：00　　 　永田研修館
21 ３ 15：00 ～ 17：00　　 　田部田研修館
22

３日目
（水）

１ 9：00 ～ 11：00　　 　小野公民館
23 ２ 12：00 ～ 14：00　　 　両添公民館
24 ３ 15：00 ～ 17：00　　 　古殿公民館
25

４日目
（木）

１ 9：00 ～ 11：00　　 　野間大久保広報研修施設
26 ２ 12：00 ～ 14：00　　 　東研修施設
27 ３ 15：00 ～ 17：00　　 　総合地域施設下山田研修館
28 ５日目

（金）
１ 9：00 ～ 11：00　　 　大谷地区営農研修館

29 ２ 12：00 ～ 14：00　　 　東木場公民館

［問］ 知  選挙管理委員会事務局選挙係

南九州市の投票区 (投票所 )が再編されました



お手数ですが
６２円切手を

お貼りください

20 3 9798
POST CARD

フリガナ
◎ご氏名

年齢／　　　　　歳　　性別／　男 ・ 女
広報紙掲載の場合のお名前の表記

本名・匿名・イニシャル

ペンネーム（　　　　　　　　）

※記入がない場合、実名で記載させてもらいます。
◎ご住所　〒　　　－

電話（　　　　　）　　　　－

南九州市役所
企画課 行

広
報
紙
を
読
ん
だ
感
想
、
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
記

事
、
最
近
笑
っ
た
こ
と
、
身
近
な
話
題
な
ど
な
ど
、

何
で
も
け
っ
こ
う
で
す
の
で
、
お
た
よ
り
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

62
円
切
手
を
貼
っ
て
ポ
ス
ト
か
ら
郵
送
す
る
か
、

市
役
所
の
各
庁
舎
に
設
置
し
て
あ
る
『
ご
意
見
箱
』

へ
ご
投
函
く
だ
さ
い
。

⬅点線に沿って切り取ってください。
（官製はがきでも可）

27 〚広報〛 　平成30年4月号

※皆さんが知りたいこと、疑問に思うことがありましたら、市役所企画課 広報統計係までお知らせください。

File.73 ～著名な彫刻家が「高田石」を刻む！～
国際彫刻シンポジウム 2018

　3 月 7 日から 12 日、川辺町高田の石切場で国際彫刻シンポジウム
2018 が開催されました。芸術を通した国際文化交流として、招かれた
世界的にも活躍している彫刻家たちは、地域に滞在し、今回のために採
石した高田石を使って現場で公開製作をしました。同時に、採石技術や
加工技術、地域の石文化の取材・記録・調査研究も行われました。
　彫刻シンポジウムは、参加者が交流しながら現場で制作から完成まで
同じ場所・期間を共有して作品制作をするもので、1950 年代後半から
各国に広まり、世界中で開催されています。

▲�４人の彫刻家による高田石を使った作品。

▲カリン・ヴァン・オンメレンさん（オランダ）

▲�ヨー・クライさん（ドイツ）

▲�岡野茜さん ▲�朝野浩行さん

　そのほか、子ども向けの
石彫りや石彫工具の体験
ワークショップや彫刻作家
とのトークイベントも開催
され、普段はひっそりと佇
んでいる石切場がとても賑
やかな雰囲気に包まれてい
ました。
　閉会のセレモニーでは完
成した彫刻作品の紹介、寄
贈式も行われました。

高田石切場
川辺町高田地区にある、墓石
などに利用されていた高田石
を採石していた石切場でした
が、現在は閉山されています。

川沿いの茂みから突如現れる
神秘的な風景は見る人を圧倒
します。

近くには摩崖仏や水汲み場も
あり、地域の方が現在も大切
に残している場所です。

▲真剣な表情でもくもくと石を彫る
　“子ども彫刻家 ”　を発見！
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南九州市の情報は、ホームページから
でもご覧になれます。
ホームページ
http://www.city.minamikyushu.lg.jp/
またはモバイルサイト

スマートフォンやタブレットからも、
南九州市の情報をご覧いただけます。

点線に沿って切り取ってください。➡
（官製はがきでも可）

◆�広報紙を読んだ感想、取り上げてほしい記事、最近笑ったこと、身近な話題など、何で
もお書きください。（広報紙で紹介させていただく場合がありますので、ご了承ください）

◆読者アンケート
　４月号の広報紙の中で、気に入ったものの番号 3 つに○印をつけてください。
　１　施政方針、予算　　　２　まちの話題　　　　　　３　行政情報
　４　街かど探偵　　　　　５　おたより　　　　　　　６　レシピ
　７　図書館だより　　　　８　ケンゾウレンジャー　　９　学芸員通信
　10　お誕生・おくやみ　　11　くらしのカレンダー

広報紙を読んだ感想、身近な話題など『おたより』
をお寄せいただきありがとうございます。

南九州市ホームページ
（http://www.city.minamikyushu.lg.jp/）の

広報紙ページを選んで入力してください。

南九州市ホームページからも
『おたより』受け付けます
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（５月21日消印有効）
当選は、商品の発送をもって　　　　
かえさせていただきます。

『 川浩農園　の
　かわなべメロン２個入り 』

プレゼント品を提供いただける方を募集します。
企画課広報統計係☎ 0993-83-2511 
知覧庁舎内線 2050 まで。

を３人の方にプレゼント！

［ 川浩農園 ］さんより
おたよりをくださった方の中から

®

川辺町の５店舗および直売所で販売中！

▢ 自家栽培

川浩農園の川﨑浩一さんは、
地元川辺の自然を生かし、

環境保全型農業を実践中です。
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　日本年金機構は、現在マイナンバーを利用して事務を行っております。
　平成29年１月から日本年金機構では、マイナンバーによる年金相談・照会を受け付けており、基礎年金
番号がわからない場合であっても、マイナンバーカードの提示をいただくことで相談を行うことができます。  
　さらに、平成30年３月５日からこれまで基礎年金番号で行っていた各種届出・申請についてもマイナン
バーで行えるようになり住所変更届や氏名変更届の届出省略も開始しました。
　また、今後マイナンバーによる行政機関間の情報連携の仕組みを活用し、これまで各種申請時に提出して
いただいていた住民票などの添付書類の省略を行う予定です。
　ただし、基礎年金番号と個人番号の結びつけがなされていない方は各種申請時において従来通りの添付書
類が必要になります。
　マイナンバーを利用することによって、これまで必要だった書類が不要になるなど、利便性が向上します
ので、マイナンバーの記載にご協力をお願いいたします。

こんにちは。“ 食改 ” です！！
知覧地域の食生活改善推進員より、サバを使ったヘルシーメ
ニューをご紹介します。きのこの旨味とトマトのさっぱりとし
た酸味の美味しいソースがおすすめです。

①�　サバは皮に切り目を入れて、塩、こしょう各少々をふり、Ａを
からめておく。

②　トマトはへたを取り、1cm 角に切る。
③�　しめじは石づきを除いて小房に分け、しいたけも石づきを除い

て 1cm 幅に切る。
④　�フライパンにオリーブ油 ( ★ ) とにんにくのみじん切りを入れ

て弱火で２～３分炒める。③のしめじ、しいたけを加えてひと炒
めし、②のトマトと白ワインを加え、ふたをして３～ 4 分煮て、塩、
こしょうで味を整える。

⑤�　①のサバをフライパンで焼き、器に盛って、④とパセリを添え
る。

栄養価
1人分

●エネルギー� 197㎉
●タンパク質　�16.3 ｇ

●脂　　　質　�11.8 ｇ
●食塩相当量　  �1.3 ｇ

 サバのグリル　
     きのこトマトソース  

☆�私たち食生活改善推進員は、地域で食生活改善の活動をしています。地域の公民館
などで栄養教室をしたい！旬の食材を使った料理法を知りたい！など、ご要望があ
りましたら、お知り合いの食改さんまたは保健センターへご連絡ください。

　素材の美味しさを活かした簡単なソー
スですが、サバの臭みも消し、減塩にも
一役買ってくれますね。

（４人分）
サバ（切り身)
　　　　70ｇ程度　　４切れ
塩、こしょう� 少々
　　　オリーブ油� 大1/2
　　　にんにくすりおろし� 少々
トマト　　　� １個

しめじ　　　� 100ｇ
生しいたけ　　　� 100ｇ
オリーブ油（★）� 大1/2
にんにく（みじん切り）� １片
パセリ　� 少々
塩、こしょう　　　� 少々
白ワイン　　� 大２

　⎧
A⎨
　⎩

〇５月10日（木）　枕崎市市民会館
〇５月17日（木）　南九州市役所頴娃支所
〇５月24日（木）　指宿市役所
※相談時間は各会場、午前10時～午後３時

　本人以外が相談する場合、委任状が必要です。他市の
相談所でも相談可能です。移動年金相談は完全予約制の
ため、１週間前までに鹿児島南年金事務所へ予約してく
ださい。その際、基礎年金番号を尋ねられますので、年
金手帳や年金証書を手元に準備してください。

移動年金相談所

年金について分からないことがありましたら、担当係か近くの年金事務所へご確認ください。
　【お問い合わせ】川市民生活課 市民係、頴・知支所 市民生活係
　鹿児島南年金事務所　☎ 099-251-3111　　日本年金機構ホームページ　　http://www.nenkin.go.jp/

年 金 だ よ り

年金におけるマイナンバー利用についてのお知らせ
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～わたしのお気に入りの本を紹介します～

『愛しのローカルごはん旅もう一杯！』
著　者：たかぎなおこ
出版社：メディアファクトリー

『おはよう！
 しゅうしゅうしゃ』
作：竹下文子
絵：鈴木まもる
出版社：偕成社
☆�　働く車が大好きな息子。すずきまもるさんの

他のシリーズもよく借ります。
☆�　子育ての合間にさっと読めるコミックエッセ

イが好きで、この本はその土地に行っておいし
いものを食べた気分になれます。

� 岩本　朋花さん　克己ちゃん

全館、毎週土曜日午後３時からおはなし会を開催しています。

お は な し 会

http://www.lib-minamikyushu.jp/

休　館　日
知覧図書館　☎0993-83-4939 ㊡月曜、5/16（水）
頴娃図書館　☎0993-27-3311 ㊡火曜、5/17（木）
川辺図書室　☎0993-58-3215 ㊡火曜、5/17（木）
※４/ １より川辺図書室の電話番号が変更になりました。

連休( ５/ ３～５)は、全館開館しています。

『恋するいきもの図鑑』　
監　修：今泉 忠明
出版社：株式会社カンゼン
　いきものの恋をさまざまなジャンル
に分けてご紹介。
　ちょっと「変」だけどためになる。
　全編カラーの、感動するおもしろプ
ロポーズ集。
　子どもも大人も楽しめる一冊です。

知覧
　☆新しいCD・DVDが入りました☆

　　　　�【CD】　　「SMAP 25YEARS」
　　　　　　　　　「JASS NOW2017」
　　　　【DVD】　「ズートピア」
　　　　　　　　　「図書館戦争」など
　　　　　　　　　　　ご利用ください。

川辺
　☆川辺親子読書会　会員募集☆

　　　　親子で読み聞かせの世界を楽しみませんか
　　　　期間：平成30年６月～平成31年３月
　　　　日時：毎月第１土曜日 10時30分～12時
　　　　場所：市民交流センター　ひまわり館
　　　　対象：南九州市在住の乳幼児・小低学年と保護者20組
　　　　内容：絵本の読み聞かせ・季節の工作など
　　　　会費：子ども（乳児を除く）１人500円
　　　　申込：５月20日（日）までに川辺図書室へ

お　知　ら　せ

●１枚のカードで 10 冊まで貸出ができます。
●貸出期間は２週間です。
●�申し出た日が返却日から１週間以内であり、予約が入っていない本

であれば、延長し続けて２週間の貸出ができます。ただし延長は１
回のみになります。延長をご希望の方は、返却前にカウンターまで
お申出ください。

図書館 (室 ) の利用について

「地域の声かけで育む心豊かな青少年」南九州市青少年健全育成キャッチフレーズ

「青少年育成の日」
毎月第3土曜日

「家庭の日」
毎月第3日曜日

★�社会性を身につけさせ
よう！

★�子どもに夢や希望を語
らせ、励まそう！

ふるさと体験学級 “茶レンジ隊 ”
　　　　「特産品を使って　お菓子を作ろう！」

「育児の日」
毎月19日 ★�子どもに我慢を覚えさ

せよう！�

○�気持ちのよいあいさつと返
事をしよう！

○�地域の行事に参加しよう！

○�家の手伝いや読書をしよう！

共通実践事項

ありがとう！　言葉ひとつで　みな笑顔
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日曜・祝日水道修繕当番店
（５月）

川辺地域 知覧地域 頴娃地域
（有）平水道 （有）田代水道 川崎水道

（会社）57-2824 （会社）84-2140 38-1346
（自宅）57-2547 （自宅）84-0097
日曜・祝日にご家庭で緊急に水道の修繕を依頼したい場合は、
当番店を確認してご連絡ください。

市営住宅（空き家）入居者募集受付

市営住宅の入居者募集受付を、
　５月１日（火）～５月11日（金）に行います。
※詳しくは、市ホームページをご覧になるか、
　担当係へお問い合わせください。

　［担当］建築住宅課  市営住宅係
　　☎0993-83-2511（知覧庁舎）

　市では、納期限内に納めている大多数の皆さんとの公
平性を確保するため、滞納処分を強化し、滞納の解消に
取り組んでいます。
◎納税に関する相談
　失業・病気などにより一度に納税することが困難な方
や収入がない方につきましては、随時、納税相談を受け
付けています。

【お問い合わせ】
　収納対策課  収納対策係（頴娃庁舎２階）

29年度滞納処分状況・・・差し押さえを実施した件数

月
差し押さ 
えを実施 
した件数

内　　　　　　　　　訳
捜索

預貯金 給与 保険 不動産 その他

4～2月 297 261 2 1 0 33 2

滞納⇒『０』滞納⇒『０』ストップ

南九州警察署管内における交通事故発生状況
（平成 30 年３月末現在）

区分 ３月中 前年比 累計

発
生

県内 526 -108 1,503

管
内

知覧 1 0 6
川辺 3 1 12
頴娃 2 0 8
合計 6 1 26

死
者

県内 3 -1 16

管
内

知覧 0 0 0
川辺 0 0 0
頴娃 0 0 0
合計 0 0 0

傷
者

県内 610 -151 1,756

管
内

知覧 1 0 8
川辺 3 -2 12
頴娃 3 0 10
合計 7 -2 30

平成 30 年工業統計調査を実施します
　本調査では、製造業を営むすべての事業所を統計調査員が
訪問し、従業者数や業務の内容などについての確認調査を行
います。また、6 月 1 日現在で従業者 4 人以上の製造事業所
には、調査票による回答をお願いします。
　調査票については、5 月中旬から 6 月にかけて統計調査員
がお届けするか、国から直接郵送されますので、回答をよろ
しくお願いします。なお、簡単で安心なインターネット回答
をぜひご利用ください。
　調査内容は、統計作成の目的以外に使用す
ることはなく、統計法に基づき秘密は厳守さ
れますので、ご協力をよろしくお願いします。

［担当］ 知 企画課 広報統計係

「お試し」「1回だけ」のつもりが
定期購入だった！？

●�ホームページなどの広告を見て、健康食品などを低価格
で購入できると思って申し込んだが、実際には数カ月間
の定期購入が条件となっていたという相談が寄せられて
います。

●�定期購入の契約条件によっては途中での解約ができな
かったり、解約しようと事業者に連絡しても、電話がつな
がらなかったりする場合も多くあります。

●�商品を注文する前に、特に最終確認画面で定期購入が条
件になっていないか、中途解約や返品はできるのかなど
の契約内容をしっかりと確認することが大切です。

●�困ったときは、消費生活センターなどにご相談ください
（消費者ホットライン188）。

【お問い合わせ】
　　南九州市消費生活センター（知 商工観光課内）

消費生活１１０番
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特定健診とは？　
　メタボリックシンドロームに着目し、この
まま放っておくと病気になる “ リスクの高い
人 ” を見つけ、早めに生活習慣を改善し、生
活習慣病を予防するための健診です。
　健診結果は血管の変化をみる大切な指標に
なります。

￥0
￥50,000
￥100,000
￥150,000
￥200,000
￥250,000
￥300,000
￥350,000
￥400,000

特定健診を
受けていない人

￥341,837

特定健診の受診の有無と生活習慣病治療費
（H28年度）

特定健診を
受けている人

￥114,987

特定健診の結果でわかる○○の変化 ⇒ 答えは「血管」！

大きな病気を防ぐためには毎年健診を受けて、
結果を確認することが大切です。
～平成 30 年度特定健診について～

特定健診は加入する健康保険よりお知らせ・受診券が
届きます。（現在生活習慣病等治療中の方も対象）

対象年齢：40～ 74歳

【お得情報】 健診を受けて家計もニッコリ ^^

健診を受けていない人は健診を受けている人に比べて
生活習慣病の治療費が 約 3 倍高く なっています。
健診を受けることは治療費の節約にもつながります。

（出典：南九州市国保データベース）
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男女 総人口
35,643人
（前月比：－228）

人口と世帯数
（ 住 民 基 本 台 帳 ）

平成 30 年 3 月 31 日現在

19,007 人
（前月比：－ 113）

16,636 人
（前月比：－ 115）

世帯数：16,772戸（前月比：-23）
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平成 30 年

4 月号

5月 May

３日（木）
南薩ケアほすぴたる ［内科］ 56-1155
南九州さくら病院 ［精神・内・皮膚科］84-1311

（指）木之下クリニック ［外科］ 23-3940
（指）指宿さがら病院 ［内科］ 22-3079
（南）友松内科クリニック ［内科］ 52-7331
（南）眼科安田クリニック ［眼科］ 53-2002
（枕）サザン・リージョン病院［内・外科］ 72-1351
（枕）枕崎こどもクリニック［小児科］ 58-1085
４日（金）
松岡救急クリニック ［小児・内・外科］ 78-3789

（指）今林整形外科病院 ［外科］ 22-2710
（指）橋口医院 ［内科］ 35-0022
（南）阿久根医院 ［内科］ 53-9016
（南）松岡医院 ［耳鼻咽喉科］ 52-2733
（枕）溝口クリニック ［内科］ 73-5330
（枕）久木田整形外科病院 ［整形外科］ 72-3155
５日（土）
菊野病院 ［整形外科］ 56-1135

（指）生駒外科医院 ［外科］ 22-3059
（指）肥後内科クリニック ［内科］ 22-4148
（南）宮内クリニック ［内・泌尿器科］ 77-0014
（南）徳久整形外科 ［整形外科］ 53-4311
（枕）小原病院 ［内・外科］ 72-2226
６日（日）
川辺生協病院 ［内科］ 56-6111
笹川医院 ［内・外・小児科］ 27-4122

（指）指宿医療センター ［外・内科］ 22-2231
（南）加世田病院 ［脳・外・内科］ 53-6300
（南）羽牟クリニック ［内科］ 52-2036
（枕）有山内科 ［内科］ 72-5811
（枕）サザン・リージョン病院［外科］ 72-1351
13日（日）
東外科胃腸科医院 ［外科］ 56-4864

（指）指宿脳神経外科 ［外科］ 27-1177
（指）宮薗病院 ［内科］ 32-2001
（南）県立薩南病院 ［外科］ 53-5300
（南）酒瀬川医院 ［内科］ 55-2119
（枕）国見内科医院 ［内科］ 72-0066
（枕）尾辻病院 ［外科］ 72-5001
（枕）にしだ泌尿器科 ［泌尿器科］ 73-5556
20日（日）
清小児科 ［小児科］ 58-3228

（指）肥後胃腸科クリニック ［外科］ 35-2148
（指）こどもの森小児科クリニック［内科］ 27-1010
（南）有馬産婦人科 ［産婦人科］ 53-2777
（南）金子医院 ［内科］ 52-2730
（枕）茅野内科医院 ［内科］ 72-1006
（枕）久木田整形外科病院 ［整形外科］ 72-3155
（枕）森産婦人科 ［産婦人科］ 72-2134
27日（日）
鯵坂耳鼻咽喉科 ［耳鼻咽喉科］ 56-6222

（指）生駒外科医院 ［外科］ 22-3059
（指）指宿おおしげ内科 ［内科］ 23-0788
（南）南さつま中央病院 ［外科］ 52-0202
（南）西田医院 ［内科］ 77-0115
（枕）小原病院 ［内・外科］ 72-2226
（枕）ウエルフェア九州病院［精神科］ 72-0055

日曜・祝日の当番医 ☎市外局番（0993）日曜・祝日の当番医 ☎市外局番（0993）

〜 子育て広場（参加自由） 〜
時間：10：00～12：00

■ プッチランド
５/８、15、22、29（知覧地区公民館）

■ キラキラくらぶ
５/10、17（知覧保健センター）
５/24、31（知覧文化会館）

■ 子育ておしゃべり広場
５/１、８、15、22、29（勝目地区公民館）
５/２、９、16、23、30（第１児童館）

■ ひよこサークル
５/16（頴娃保健センター）

■ かわなベイビーズ With おかん
５/10、24、31（川辺保健センター）

■ 子育て広場つみき
５/11、18、25
	 （地域子育て支援センターつみき）
５/９（知覧保健センター）
５/14（川辺保健センター）

〜 保健センター開放日〜
職員が常駐し、育児や健康について

の相談会などを実施します。

■ 頴娃保健センター
毎週水曜日：５/2、９、16、23、30
時間：８：30～17：15

■ 川辺保健センター
毎週木曜日：５/2、10、17、24、31
時間：８：30～17：15

※水、木曜日が祝日の場合、開放日が
前後することがあります。

※詳しくは、市ホームページをご覧にな
るか、知覧保健センターへお問い合
わせください。

※（枕）枕崎市立病院（0993-72-0303）
　�小児診療：６日、13日、20日、27日
　（10：00～17：00）
※�（指）は指宿市、（南）は南さつま市、（枕）は枕崎市にあ

る医療機関です。
※�休日当番医は変更になることがあります。県医師会サ

イトでご確認ください。

県医師会

日 曜日 行　事　・　事　業 時　間 場　　所
1 火 育児・健康相談（知覧） 10：00～11：30 知覧保健センター
2 水 母子手帳交付（頴娃）   9：30～11：00 頴娃保健センター

母子手帳交付（川辺）   9：30～11：00 川辺保健センター
3 木 憲法記念日

第64回知覧特攻基地戦没者慰霊祭 13：00～15：00 知覧特攻平和観音堂前
道の駅「川辺やすらぎの郷」
ゴールデンウィークフェア（6日まで） 川辺やすらぎの郷

4 金 みどりの日
5 土 こどもの日
6 日
7 月
8 火
9 水 育児・健康相談（頴娃） 10：00～11：30 頴娃保健センター
10 木 育児・健康相談（川辺） 10：00～11：30 川辺保健センター
11 金
12 土
13 日
14 月 母子手帳交付（知覧）   9：30～11：00 知覧保健センター
15 火
16 水 母子手帳交付（頴娃）   9：30～11：00 頴娃保健センター
17 木 母子手帳交付（川辺）   9：30～11：00 川辺保健センター

行政相談   9：00～12：00 知覧老人福祉センター
心配ごと相談   9：00～12：00 知覧老人福祉センター
移動年金相談所 10：00～15：00 市役所頴娃庁舎

18 金 南九州市戦没者追悼式 10：00～ 知覧文化会館
19 土 悩み相談室 13：00～17：00 ちらん夢郷館
20 日 田代小学校運動会 田代小学校
21 月
22 火
23 水
24 木 特設人権相談所 10：00～15：00 川辺ひまわり館
25 金
26 土
27 日 川辺・宮脇小学校運動会 川辺・宮脇小学校
28 月 母子手帳交付（知覧）   9：30～11：00 知覧保健センター
29 火
30 水
31 木


